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主
な
記
事

�特集  市政��周年に向け て　  Ｐ��～
�増えています  ふるさ と 納税  Ｐ��～
�市政トピックス　　　　　　Ｐ��～
�お知らせワイド版　　　　　Ｐ��～
�真庭が好きっ読者の広場　　Ｐ��～
�ぐるっと真庭まちの話題　　Ｐ��～

��月��日、久世第二保育園でもち
つき会が行われました。園児たち
は楽しそうにおもちをついたり、
丸めたり。最後はおいしそうに口
いっぱいほおばりました。

おもちを食べておもちを食べて
今年も元気いっぱい今年も元気いっぱい

おもちおもち

だ～い
好き

だ～い
好き

お
い
し
〜

お
い
し
〜
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���

���Maniwa

平
成　

年
��

�
月
・
合
併
に
よ
り
真
庭
市
が
誕
生

�
月
・
広
報
真
庭
を
創
刊

�
月
・
市
長
・
市
議
選
挙
を
実
施

　
　

・
交
流
体
験
施
設「
匠
蔵
」が
完
成

�
月
・
禾
津
〜
下
湯
原
間
バ
イ
パ
ス
開
通

�
月
・
野
土
路
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

　
　

・
真
庭
市
合
併
記
念
式
典
を
開
催

�
月
・
真
加
子
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

　
　

・
蒜
山
高
原
線
が
開
通

　
　

・
晴
れ
の
国
岡
山
国
体
が
開
幕

　

月
・
小
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
の
医

��

療
費
を
無
料
に

　

月
・
地
域
自
主
組
織
の
組
織
化
進
み
、

��

初
の
地
域
づ
く
り
委
員
会
開
催

平
成　

年
��

�
月
・
中
和
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

�
月
・
真
庭
市
総
合
計
画
を
策
定

　
　

・
中
和
中
学
校
・
至
道
高
校
が
閉
校

　
　

・
美
甘
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

�
月
・
真
庭
市
が
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
に

　
　

・
健
康
増
進
施
設「
水
夢
」が
完
成

�
月
・
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト　

ま
に
わ
開
催

in

　
　

・
北
房
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

　
　

・
樫
邑
小
学
校
新
校
舎
・
幼
稚
園

新
園
舎
が
完
成

�
月
・
集
中
豪
雨
で
土
砂
災
害
発
生

�
月
・
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
開
始

　

月
・
第
�
回
市
政
懇
談
会
を
開
催

��
　

月
・
月
田
バ
イ
パ
ス
が
開
通

��
　
　

・
美
新
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　

月
・
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
開
始

��

①合併協定調印式（Ｈ�� . �）②真庭市初の議会③広報真庭創刊号

④晴れの国おかやま国体が市内各地で開催⑤中和中学校閉校記念

式典⑥勝山健康増進施設「水夢」落成⑦平成��年�月の集中豪雨

で発生した土砂崩れ⑧バイオマスツアー真庭スタート
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Maniwa ��

■
平
成　

年
��

�
月
・
郷
原
漆
器
の
制
作
用
具
が
国
の

有
形
民
俗
文
化
財
に
登
録

�
月
・
真
庭
大
使
に
妹
島
和
世
さ
ん
、

岸
田
敏
志
さ
ん
を
委
嘱

　
　

・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム　

真
庭
を
開
催

in

�
月
・
木
山
日
野
上
分
校
が
休
校

�
月
・
真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

供
用
が
始
ま
る

　
　

・
真
庭
市
消
防
団
が
誕
生

　
　

・
真
庭
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
ま
に
わ
く
ん
�
）
運
行
開
始

　
　

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
開
所

　
　

・
真
庭
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
白

梅
塾
を
開
設

　
　

・
県
下
初
の
認
定
こ
ど
も
園
、
落

合
こ
ど
も
園
が
開
園

�
月
・
木
山
街
道
全
線
開
通

　

月
・
蒜
山
振
興
局
新
庁
舎
が
完
成

��
　

月
・
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

��

in

真
庭
を
開
催

　
　

・
大
谷
・
定
古
墳
群
が
国
指
定
史
跡
に

■
平
成　

年
��

�
月
・
美
川
こ
ど
も
園
開
園

　

月
・
真
庭
市
テ
レ
ビ
愛
称
決
定
「
真

��

庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
」

　

月
・
醍
醐
桜
の
種
宇
宙
へ
（「
花
伝

��

説
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　
　

・
十
両
昇
進
の
琴
国
関
が
凱
旋
帰
郷

　

月
・
真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

��

ー
の
設
立

①木山小学校日野上分校休校式②消防団結団式③木山街道開通④

コミュニティバス運行開始⑤県下初認定こども園「落合こども園」 

開園⑥全国生涯学習フェスティバル開催⑦十両昇進の琴国関が母

校勝山中学校を訪問⑧蒜山振興局完成⑨中学生議会開催（H�� . ��）

⑩花伝説ペットボトルロケット発射
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■
平
成　

年
��

�
月
・
真
庭
市
市
民
憲
章
を
制
定

　
　

・
真
庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
が
開
局

　
　

・
第
�
次
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
品
を
認
定

�
月
・
な
ん
で
も
鑑
定
団　

真
庭

in

�
月
・
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地
完
成

�
月
・
市
長
・
市
議
選
挙

　
　

・
国
道
�
�
�
号
線
バ
イ
パ
ス
完
成

�
月
・
勝
山
町
並
み
保
存
地
区
が
「
美

し
い
ま
ち
な
み
大
賞
」
受
賞

�
月
・
真
庭
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
始
ま
る

　

月
・
真
庭
市
初
の
総
合
防
災
訓
練
実
施

��■
平
成　

年
��

�
月
・
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
真
庭
が
新

エ
ネ
大
賞
を
受
賞

　
　

・
久
世
中
学
校
の
新
校
舎
完
成

�
月
・
岡
山
市
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
運
行

�
月
・
ひ
る
ぜ
ん
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
完
成

�
月
・
勝
山
地
域
に
集
中
豪
雨

　
　

・
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ャ

パ
ン
オ
ー
プ
ン
開
催

�
月
・
真
庭
市
の
シ
ン
ボ
ル
が
決
定

　
　

・
モ
ノ
づ
く
り
産
業
展
を
開
催

　

月
・
国
民
文
化
祭
開
催

��
　
　
　

（
美
術
展
・
工
芸
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

　
　

・
下
方
・
落
合
垂
水
間
バ
イ
パ
ス

全
線
開
通

�真庭いきいきテレビ開局�なんでも鑑定団が真庭市で収録�旭

川いかだまつりザファイナル（H �� . � ）�久世中学校完成�ひる

ぜんワイナリー完成�勝山地域集中豪雨の爪痕�真庭市のシンボ

ル決定�国民文化祭（右：美術展（工芸）、左：路上ライブ、下：ホール

ライブ）
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Maniwa ��

■
平
成　

年
��

�
月
・
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
活
用

　
　
　

購
入
者
を
自
治
体
と
初
公
募

�
月
・
上
田
小
学
校
・
別
所
小
学
校
休
校

　
　

・
真
庭
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

「
ま
に
ぞ
う
」
に
決
定

�
月
・
真
庭
市
役
所
新
庁
舎
本
格
稼
働

　
　

・
真
庭
高
校
が
開
校

�
月
・
真
庭
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

市
内
流
通
事
業
始
ま
る

�
月
・
台
風　

号
で
地
内
各
地
に
被
害

��

�
月
・
高
槻
市
に
真
庭
市
場
オ
ー
プ
ン

　

月
・
真
庭
市
女
性
消
防
隊
が
全
国
女

��

性
消
防
操
法
大
会
で
優
勝

　
　

・
お
か
や
ま
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ

フ
ェ
ス
タ　

真
庭
開
催

in

　
　

・
市
民
活
動
支
援
プ
ラ
ザ
が
開
所

　

月
・
第
�
回
Ｂ-

�
グ
ラ
ン
プ
リ　

姫

��

in

路
で
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
好
い
と
ん

会
が
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

　

月
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
開
催

��■
平
成　

年
��

�
月
・
美
作
地
区
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

の
運
用
開
始

�
月
・
勝
山
こ
ど
も
園
が
開
園

�
月
・
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
真
庭
を
開
催

�
月
・
ま
に
わ
民
俗
芸
能
の
祭
典
を
開
催

�
月
・
地
域
医
療
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
推
進

協
議
会
を
設
立

�
月
・
告
知
放
送
を
使
っ
た
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
試
験
放
送
を
実
施

　

月
・
八
束
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

��

①真庭市観光キャラクター「まにぞう」②市役所本庁舎③台風��

号により湯原ダム放流④操法大会で全国優勝した女性消防隊⑤大

阪府高槻市に真庭市場オープン⑥おかやまＢ級ご当地グルメフェ

スタ i n 真庭と海の市・山の市同時開催⑦ひるぜん焼そば好いとん

会がゴールドグランプリ受賞⑧ＮＨＫのど自慢開催⑨美作地区消

防指令センター内部⑩ほたるサミット⑪まにわ民族芸能の祭典
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��������

■
平
成　

年
��

�
月
・
久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー
が
地

域
創
造
大
賞
受
賞

�
月
・
ひ
る
ぜ
ん
雪
恋
ま
つ
り
が
始
ま
る

�
月
・
阿
口
小
学
校
が
休
校

　
　

・
落
合
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
運
転
開
始

　
　

・
蒜
山
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
開
園

�
月
・
市
長
・
市
議
選
挙

　
　

・
勝
山
高
校
蒜
山
校
地
が
開
設

�
月
・
美
作
国
�
�
�
�
年
記
念
事
業
開
幕

�
月
・
聖
人
・
山
田
方
谷
と
真
庭
の
門

人
た
ち
開
催

　
　

・
地
域
の
市
長
室
を
初
開
催

　
　

・
北
部
地
域
に
記
録
的
豪
雨

�
月
・
中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
無

料
化
（
全
国
初
）

�
月
・
真
庭
市
場
を
移
転
オ
ー
プ
ン

　
　

・
蒜
山
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

■
平
成　

年
��

�
月
・
本
庁
舎
前
バ
ス
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使

っ
た
待
合
所
を
設
置

�
月
・
津
田
小
学
校
を
休
校

　
　

・
北
房
バ
イ
パ
ス
が
完
成

�
月
・
河
内
こ
ど
も
園
・
八
束
こ
ど
も

園
が
開
園

　
　

・
交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
開
所

�
月
・
旭
川
荘
真
庭
療
育
セ
ン
タ
ー
完
成

�
月
・
湯
原
温
泉
ト
ラ
イ 
ア
ス 
ロ 
ン
大
会

　
■
平
成　

年
��

�
月　

真
庭
市
市
政
施
行　

周
年

��

①雪恋まつり初開催②タンチョウが真庭市へ③地域の市長室初開

催（湯原）④美作国建国����年記念事業（上：姫新線を走るナル

ト列車、右：オープニング式典、左：まにわっこミュージカル）

⑤北房バイパス開通⑥散走フォーラム初開催⑦湯原温泉トライア

スロン大会初開催
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　たくさんの出合いがあった��年で
した。私は、障がいのある人が、住
みたい地域で充実した生活が出来る
よう支援活動を行っています。行政
任せではなく、自分たちが率先して
多くの人たちとつながることが大切
だと思っています。合併で町村の垣
根が無くなったことで、今まで以上
に多くの人とのつながりが生まれた
ことは、とてもありがたいと感じて
います。これからも、障がいの有る
人たちと共に考え、魅力ある真庭で
楽しく暮らしていくための情報発信
などを行いながら活動していきたい
と思います。

特定非営利活動法人じゃがいもの木
就労支援センターきんかえも

真庭支所長員   田  中  秀  之   さ ん
た なか ひで ゆき

　私は、大阪から平成��年に嫁いで
きたので合併��周年ということを初
めて知りました。真庭市に来て最初
は、田舎なので不便だと感じていま
した。今は畑や田んぼに囲まれた田
舎らしさが魅力だと思います。真庭
市は子育てをするには自然に囲まれ
とても恵まれていると感じます。今
後、病児保育をしてくれる場所や子
どもが安心して遊べる場所が増えて
いくことに期待します。難しいかも
しれませんが、真庭の将来を担う子
どものためになることにお金を使っ
て、子育てがしやすい真庭市であっ
て欲しいと思います。

久世親子クラブ風の子会

会長   磯  田  明  子   さ ん
いそ だ あき こ

　この��年はあっという間でした。
平成��年に別所小学校が休校となり
ましたが、跡地利用に向けて前向き
な話が出るようになりました。学校
が無くったことはとても寂しいです
が、ある程度の人数で子どもたちに
学ばせるためには仕方がないことだ
と思います。この地域は何もしなけ
れば�年後、��年後には住む人が半
減してしまうのではないかという不
安があります。地域おこし協力隊な
ど外の人の意見を取り入れながら、
別所地区をいかによくしていくかを
みんなで一緒に考えていきたいと思
います。

別所学区をよくする会

会長   石  原  敏  治   さ ん
いし はら とし はる
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インタビュー  「合併１０周年を迎えての思いとこれから」

　この��年で大きく変わったことは、
昨年、勤めていた会社を辞め就農し
たことです。縁があり跡継ぎのいな
かったブドウ園を引き継ぎ、ブドウ
を中心にニンジンなどの野菜を作っ
ています。ＪＡ真庭直売所出荷協議
会などに登録し、市内直売所間流通
を活用しながら、「きらめきの里」
や「ひまわり館」、そして「真庭市
場」に出荷させていただいて、すご
く助かっています。これからは、地
域の学校給食に使ってもらえるよう
な野菜を作り、農業の面白さを伝え
ていける農家になれるように頑張っ
ていきます。

山善農園

新規就農者   藤  久  善  友   さ ん
ふじ ひさ よし とも

　私は、合併前のＫＨＫ（久世町の
テレビ局）から地域の情報をお伝え
してきました。��年を振り返ってみ
て、いろいろな所を取材させていた
だきました。北房の蛍の乱舞や蒜山
の大雪、地域独自の祭りなど知らな
いことがたくさんありました。真庭
市はとても広い自治体なので、市民
の皆さんも住んで居ても、行ったこ
とがない場所や見たことがないもの
もまだまだ多くあるのではないでし
ょうか。これからも市内の動きをし
っかりとお伝えし、地域の一体感を
より一層高めていけるように頑張っ
ていきたいと思います。

真庭いきいきテレビ

報道制作部   杉    奈  緒  子   さ ん
すぎ な お こ

　気が付けば��年という感じです。
真庭市体育指導委員会が発足し、最
初の会長をさせていただきました。
真庭市全体で一体化した活動ができ
るのか不安でしたが、ニュースポー
ツや運動あそびの普及、まにわ合戦
の考案など、委員の皆さんの頑張り
で出来るようになりました。合併し
て、北房から蒜山までの多くの人と
のつながりができたことは、とても
良かったと思います。体育指導委員
会からは退いていますが、これから
も、スポーツ愛好家として、スポー
ツをする人が少しでも増えるように
協力していきたいと思います。

真庭市体育指導委員会
（現スポーツ推進委員会）

初代会長   松  本  隆  雄   さ ん
まつ もと たか お
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年
、　

年
先
に
表
れ
る
た
め
、
次

��

の
時
代
の
た
め
に
力
を
貸
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
林
業
に

関
す
る
活
動
事
例
と
し
て
、
太
田

市
長
が
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
概

要
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
、
地

域
の
魅
力
を
高
め
る
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

全
国
規
模
の
会
議
や
イ
ベ
ン
ト

で
の
講
演
依
頼
も
増
え
続
け
て
お

り
、
真
庭
市
の
知
名
度
は
着
々
と

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
、
東
京
曾
館
（
東
京

��

��

都
千
代
田
区
）
で
、
第
�
回
林
業

復
活
・
地
域
創
生
を
推
進
す
る
国

民
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
会
議
は
、
日
本
全
体
の
�
割
を

占
め
る
森
林
の
有
効
活
用
や
、
国

産
木
材
の
需
要
拡
大
を
話
し
合

い
、
国
を
挙
げ
て
新
し
い
市
場
を

作
り
出
し
、
そ
れ
を
地
域
経
済
の

成
長
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
�
回
目

と
な
る
今
回
は
、
石
破
茂
国
務
大

臣
（
地
方
創
生
・
国
家
戦
略
特
別

区
域
担
当
）
が
「
今
後
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
・

バ
イ
オ
マ
ス
・
自
伐
型
林
業
（
森

林
の
経
営
・
管
理
・
伐
採
な
ど
を

山
林
所
有
者
や
地
域
が
行
う
林

業
）
の
�
つ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

る
。
こ
の
取
り
組
み
の
効
果
は　
��

づ
く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
新
動

向
な
ど
に
つ
い
て
講
演
。　

日
に

��

は
、
太
田
市
長
が
真
庭
市
の
概
要

や
現
状
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
な

ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、「
里
山
資
本
主
義
」
著
者

の
藻
谷
浩
介
さ
ん
が
真
庭
市
の
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
講
演
。
会
場

に
用
意
さ
れ
た
�
�
�
席
は
満
席

と
な
り
、
聴
衆
は
�
人
の
講
演
に

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
市
長
に
詳
し

い
話
を
聞
こ
う
と
長
蛇
の
列
が
で
き
、

真
庭
の
注
目
の
高
さ
を
改
め
て
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
日

��

��

��

本
最
大
級
の
環
境
展
示
会
エ
コ
プ

ロ
ダ
ク
ツ
�
�
�
�
（
産
業
環
境

管
理
協
会
・
日
本
経
済
新
聞
社
主

催
）
が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東

京
都
江
東
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
企
業
、
教
育
機
関
、
自
治
体

な
ど
�
�
�
社
が
出
展
。
�
日
で

約　

万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
会

��
場
内
に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
け

ら
れ
、
企
業
や
大
学
な
ど
が
環
境

問
題
の
解
決
や
持
続
可
能
な
社
会

������������	
�
  誕生から���年目を迎える平成 ���年
　真庭市は、木質バイオマス資源の利活用の取り組みが全国から注目されており、各種メディアに取り上げら

れる機会が増えています。また、全国規模の会議で太田市長自らが講演するなど、トップセールスにも力を注い

でいます。真庭市誕生から��年を迎える今年は、木質バイオマス発電所も稼働。今後、ますます注目されること

が期待されます。ここでは、��月に東京で行われた�つの会議を取り上げ、その様子をお伝えします。

 
日
本
最
大
級
の
環
境
展
示
会

エ 
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
�
�
�
�

 
国
を
挙
げ
て
森
林
を
守
る

林
業
復
活
・
地
域
創
生
を

推
進
す
る
国
民
会
議 写真上：真庭市の取り組みを説明する

太田市長　写真下：国民会議の様子

写真上：来場者が行き交う出展
ブース  � 日間で約��万人が来場
写真左：出展ブースを回り説明
を受ける太田市長



で
あ
れ
ば
蒜
山
ジ
ャ
ー
ジ
ー
が
有

名
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。

　

長
期
的
に
は
原
油
価
格
は
上
が

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
う
考
え

た
上
で
、
対
策
を
打
っ
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
里
山
資
本
主
義
は
生

活
を
全
面
的
に
変
え
る
も
の
で
は

な
く
、
少
し
ず
つ
一
部
だ
け
変
え

る
も
の
で
す
。
お
金
の
使
い
方
を

考
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
サ

ッ
カ
ー
で
例
え
れ
ば
、
ボ
ー
ル
を

す
ぐ
に
回
し
て
く
れ
る
人
に
パ
ス

を
出
そ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
す

ぐ
に
地
域
外
に
出
し
た
り
、
た
め

込
ん
だ
り
せ
ず
、
パ
ス
を
受
け
た

ら
す
ぐ
に
回
す
。
そ
ん
な
お
金
の

使
い
方
を
収
入
の
� 
㌫ 
で
も
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ネ
ル
ギ
ー
依
存
の
話
の
と
き
に

「
緩
和
」
と
表
現
し
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
こ
と
で
す
。「
完
治
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
真
庭
の
よ
う
に
、

山
で
余
っ
て
い
る
も
の
を
使
っ
て

生
き
て
い
く
人
を
、
国
民
の
�
〜

�
㌫
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
気
に
全
て
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
ら
。

　

国
際
競
争
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
日
本
の
競
争
相
手

は
ど
こ
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
中

国
や
韓
国
に
負
け
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
日
本
が
一
番
稼

が
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
ア
メ

リ
カ
で
、
次
い
で
中
国
や
韓
国
、

ア
ジ
ア
新
興
国
で
す
。
そ
し
て
、

儲
け
た
お
金
で
中
東
や
ロ
シ
ア
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
化
石
燃
料

や
食
糧
を
買
っ
て
い
る
ん
で
す
。

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
イ
タ
リ
ア
や

フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
に
対
し
て
赤

字
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

こ
の
中
身
は
、パ
ス
タ
や
ワ
イ
ン
、

チ
ー
ズ
、
時
計
な
ど
で
す
。
こ
れ

を
作
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
で
し
ょ

う
か
。
田
舎
で
す
。
だ
か
ら
里
山

資
本
主
義
な
ん
で
す
。
向
こ
う
の

田
舎
に
負
け
て
い
る
ん
で
す
。
で

す
か
ら
、
日
本
の
田
舎
で
も
そ
こ

で
し
か
作
れ
な
い
独
自
の
も
の
を

作
り
、そ
れ
を
自
分
た
ち
が
食
べ
、

外
に
も
売
る
べ
き
で
す
。
真
庭
市

て
里
山
資
本
主
義
を
体
現
し
て
い

る
の
が
真
庭
市
で
す
。真
庭
市
は
、

製
材
事
業
を
し
て
い
る
会
社
が
ま

だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
日
本
で
も
珍

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
木
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
か
つ
林
業
を
何
と
か

す
る
ぞ
と
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
、

木
で
発
電
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が

で
き
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
里
山

の
中
だ
け
で
も
自
給
す
れ
ば
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
依
存
症
を

緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
田
舎
に

雇
用
が
生
ま
れ
る
ほ
ど
、
日
本
の

子
ど
も
減
少
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま

す
。
田
舎
の
方
が
子
育
て
が
し
や

す
く
、出
生
率
が
高
い
か
ら
で
す
。

逆
に
出
生
率
が
低
い
の
が
東
京
。

「
女
性
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
し

ょ
う
」
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
違
い
ま
す
。　

代
、　

代

��

��

の
女
性
で
、
働
い
て
い
る
率
が
最

も
低
い
都
道
府
県
が
東
京
都
で

す
。
働
き
た
い
人
、
子
ど
も
を
生

み
育
て
た
い
人
ほ
ど
、
東
京
で
は

な
く
田
舎
が
い
い
と
い
う
訳
で

す
。
そ
う
い
っ
た
人
が
働
け
る
場

所
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
少
し
ず
つ

変
え
て
い
く
の
が
里
山
資
本
主
義

で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本

を
立
て
直
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ

金
を
で
き
る
だ
け
循
環
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
を
す
る

の
が
里
山
資
本
主
義
で
す
。
逆
に

全
て
お
金
で
買
う
の
が
マ
ネ
ー
資

本
主
義
で
す
が
、
そ
れ
を
否
定
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
金

も
必
要
で
す
。
ち
ょ
っ
と
で
も
い

い
か
ら
、
お
金
を
使
わ
な
い
部
分

も
増
や
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え

方
な
ん
で
す
。
お
金
じ
ゃ
な
い
部

分
と
は
、
耕
作
放
棄
地
や
木
、
半

端
物
の
農
産
品
な
ど
で
あ
り
、
人

も
そ
う
で
す
。
そ
の
木
を
生
か
し

　

日
本
の
問
題
は
、
子
ど
も
が
減

っ
て
い
る
こ
と
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
い
続
け
て
い
く
の
が
難
し
い
こ

と
で
す
。
今
の　

歳
の
人
を
�
�

��

�
人
と
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
は　
��

人
し
か
い
ま
せ
ん
。
人
口
�
億
人

を
死
守
だ
と
主
張
す
る
人
も
い
ま

す
が
そ
れ
は
無
理
で
、
�
千
万
人

く
ら
い
で
止
め
ま
し
ょ
う
と
い
う

の
が
今
や
る
べ
き
こ
と
で
す
。
生

み
た
い
人
が
生
め
る
よ
う
に
、
再

生
で
き
な
い
化
石
燃
料
を
な
る
べ

く
使
わ
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
お

　

東
京
で
開
催
さ
れ
た
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
�
�
�
�
。
最
終
日
の　

月　
��

��

日
に
「
里
山
資
本
主
義
」
著
者
の
藻
谷
浩
介
さ
ん
が
、
真
庭
市
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
取
り
組
み
を
交
え
な
が
ら
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

ー
藻
谷
浩
介
さ
ん
講
演
か
ら
ー  

㈱日本総合研究所調査部主席研究
員。地域振興の各分野で精力的に
研究・講演などを行う。ＮＨＫ広
島取材班と制作したドキュメンタ
リーシリーズから「里山資本主義」
という語を生む。近著『里山資本
主義』（角川ｏｎｅテーマ）が新書
大賞����に輝く。山口県出身。

日本総合研究所調査部

主席研究員   藻  谷   浩  介   さ ん
も たに こう すけ

講演に聞き入る来場者
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ふ
る
さ
と
納
税
は
、
ふ
る
さ
と

を
大
切
に
し
た
い
、
応
援
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
を
寄
付
と
い
う
形

で
実
現
す
る
制
度
で
す
。
今
、
こ

の
ふ
る
さ
と
納
税
が
注
目
さ
れ
て

お
り
、
真
庭
市
で
も
寄
付
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
目
標
額

を
�
�
�
万
円
と
設
定
し
て
い
ま

し
た
が
、　

月
末
で
既
に
�
�
�

��

万
円
。
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

伸
び
で
す
。昨
年
度
真
庭
市
で
は
、

は
が
き
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
協
力

を
お
願
い
す
る
「
愛
ラ
ブ
真
庭
Ｐ

Ｒ
大
作
戦
」を
実
施
。
今
年
度
は
、

産
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
充
実
に
加

え
、
企
業
協
賛
の
「
ふ
る
さ
と
記

念
品
」
を
開
始
し
た
ほ
か
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
の
導
入
な
ど
、
魅
力

や
利
便
性
を
高
め
る
工
夫
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
真
庭
市
観

光
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶
楽
部
や
高
校

の
同
窓
会
な
ど
で
も
Ｐ
Ｒ
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
付
を
い

た
だ
い
た
ら
記
念
品
を
お
返
し
し

て
終
わ
り
、
と
い
う
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
、
真
庭
と
つ

な
が
る
た
め
の
き
っ
か
け
と
考
え

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
希
望
者

に
は
広
報
真
庭
で
寄
付
者
の
名
前

を
掲
載
し
、
そ
の
号
を
お
送
り
す

る
と
い
っ
た
こ
と
も
や
っ
て
い
ま

す
。ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
が
、

大
切
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
よ
り
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
、「
真
庭
市
ふ
る

さ
と
応
援
交
付
金
」
と
い
う
制
度

を
昨
年
�
月
に
創
設
し
ま
し
た
。

簡
単
に
い
う
と
、
寄
付
金
の
行
き

先
と
し
て
、
特
定
の
地
域
自
主
組

織
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
で
、
全
国
的
に
見
て
も
珍
し

い
取
り
組
み
で
す
。
市
を
経
由
す

る
と
は
い
え
、
地
域
が
ふ
る
さ
と

納
税
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
の
地
域
の
活
力
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
ま
す
。
あ
る
意
味
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
本
来
の
目
的
に
合
っ

た
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
も

い
え
る
で
し
ょ
う
。こ
の
よ
う
に
、

真
庭
市
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
最

大
限
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
地
域
や
企

業
・
団
体
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
真
庭
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
増
え
て
い
ま
す
。
急
増
す
る
ふ
る

さ
と
納
税
と
こ
れ
ま
で
の
真
庭
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
総
合
政
策
課

の
古
南
武
永
主
任
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

増
え 
て
い
ま
す
！�
ふ
る
さ
と
納
税
�

�
�
�
���
�
・
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



 古  南   武  永   主任
こ みなみ たけ のり

総合政策部総合政策課

登録方法など詳しくは、市ホームページをご覧いただくか総合政策課にお問い合わせください　 ℡�-��-����

　真庭市では、真庭の魅力を伝えることのできる商
品を「ふるさと記念品」として募集し、寄付者への
お礼の品として進呈しています。ふるさと納税サイ
トなどにも掲載されるため、商品��効果も期待で
きます。真庭市への寄付促進、そして商品のＰＲの
ためにも応募してみませんか。

「 ふ るさと記念品」に協賛 して

���������	


※記念品は、「真庭らしさ」があり「安全安心」で、郵送にたえ
うるものを募集しています。

■協賛企業の負担はどれくらい？

　協賛企業の負担額
　　　　　＝(記念品の価格+送料)－市の負担額
■寄付額に対する記念品価格と市の負担額

市の負担額記念品の価格寄付金額

�����円おおむね�����円以上�千円以上�万円未満

�����円おおむね�����円以上�万円以上��万円未満

������円おおむね������円以上��万円以上

　ふるさと応援交付金制度は、登録すれば地域自主
組織がふるさと納税を受け取ることができるように
する仕組みです。どんどん出身者や親戚にＰＲして、
ふるさと納税を地域の活動に役立てませんか。

「ふるさと応援交付金」制度を活用して

��������	
�

※前年の�月�日から��月��日までの寄付金合計額の��％
を交付します。

ふ
る
さ
と
応
援
交
付
金
の
イ
メ
ー
ジ�

地域独自のお礼は任意�

地域自主組織を�
指定して寄付�

地域独自�
のお礼�

寄付金の�
90％を交付�

▼
�

交付を受けようとする�
団体は市に登録が必要�

▼
�

寄付者(地域出身者など)

真庭市�

地域自主組織�
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4月� 5月� 6月� 7月� 8月� 9月�10月�11月�12月�1月� 2月� 3月�

産品のライン�
アップを充実�

愛ラブ真庭�
ＰＲ大作戦�

平成26年度�
各月のふるさと納税額�

平成26年度�
累計額の推移�

平成26年度�
各月のふるさと納税額�

平成26年度�
累計額の推移�

クレジットカード�
決済を導入�

ふるさと記念品�
登録開始�

ふるさと応援�
交付金制度を創設�

ふるさと記念品�
２品登録�

▼
�

ふるさと記念品�
２品登録�

▼
�

ふるさと記念品�
３品登録�

▼
�

9,923,000円�

2,787,000円�

���Maniw a

櫻井　裕之さん(愛知県名古屋市)
大屋　　勉さん(三重県名張市)
岡本　光起さん(京都府京都市)
田中　和久さん(京都府京都市)
田中知恵子さん(京都府京都市)
田中　佐枝さん(京都府福知山市)
有馬　　勉さん(大阪府高石市)
本山佳代子さん(大阪府堺市)
江口　晋平さん(大阪府吹田市)
新田　　勉さん(大阪府泉南郡熊取町)
青松　佳子さん(大阪府大阪市)
大東　哲雄さん(大阪府豊中市)
佃　　岳洋さん(兵庫県加古川市)
三好　　理さん(兵庫県加古川市)
西山　淳二さん(兵庫県神戸市)
法華　大助さん(兵庫県神戸市)
史　　賢林さん(兵庫県神戸市)
吉村　　修さん(兵庫県西宮市)
江川　博昭さん(兵庫県西宮市)
佐井　博範さん(兵庫県西宮市)
吉田　　勉さん(兵庫県姫路市)
坂田　俊男さん(兵庫県宝塚市)
河合三枝子さん(兵庫県明石市)
周木　功雄さん(奈良県大和高田市)
日茂　貴臣さん(和歌山県和歌山市)
木村　直之さん(岡山県岡山市)
味元圭永子さん(岡山県岡山市)
河本　和子さん(岡山県倉敷市)
奥埜　貴之さん(岡山県津山市)
田村　敬治さん(広島県廿日市)
松原　久和さん(香川県高松市)
新開　得央さん(香川県高松市)
堀内　敏也さん(長崎県大村市)
草場　雅子さん(熊本県熊本市)

平成��年��月入金分を掲載しています。 （掲載希望者のみ）

春木　達也さん(北海道厚岸郡浜中町)
丹羽　唯之さん(北海道札幌市)
矢代　修司さん(北海道帯広市)
菅原　辰之さん(宮城県黒川郡富谷町)
小林　芳生さん(秋田県秋田市)
矢田日出一さん(茨城県笠間市)
木村　博昭さん(群馬県太田市)
橋本　賢二さん(埼玉県さいたま市)
尾�　雅彦さん(埼玉県狭山市)
宮本　　勉さん(埼玉県新座市)
片山　敏明さん(千葉県市川市)
古屋　都子さん(東京都稲城市)
西村　正志さん(東京都江戸川区)
小野りつ子さん(東京都江東区)
小川　幸恵さん(東京都江東区)
下村　直樹さん(東京都港区)
竹村　由美さん(東京都三鷹市)
渡部　　真さん(東京都渋谷区)
西村　博之さん(東京都渋谷区)
趙　　天香さん(東京都新宿区)
石田　広行さん(東京都杉並区)
菅　　太蔵さん(東京都世田谷区)
足立　紀生さん(東京都世田谷区)
西山　　圭さん(東京都千代田区)
土屋　一延さん(東京都千代田区)
土屋　恵子さん(東京都千代田区)

佐藤　兼俊さん(東京都千代田区)
��　　教さん(東京都足立区)
渡辺美佐子さん(東京都足立区)
市川　良昭さん(東京都多摩市)
江原　一尚さん(東京都台東区)
周　　業成さん(東京都台東区)
平林　佳子さん(東京都大田区)
田中めぐみさん(東京都中野区)
大戸　加統さん(東京都町田市)
内田　陽豪さん(東京都板橋区)
木村　　聡さん(東京都品川区)
福田　伸彦さん(東京都府中市)
藤井　克彦さん(東京都文京区)
小林　敬彦さん(東京都文京区)
勝倉　英輔さん(東京都豊島区)
梶原　　拓さん(東京都練馬区)
八尋　俊英さん(東京都練馬区)
西尾　清志さん(神奈川県横須賀市)
奥山　俊一さん(神奈川県横浜市)
早貸　正明さん(神奈川県横浜市)
高橋　　茂さん(神奈川県鎌倉市)
那須　　寿さん(神奈川県川崎市)
沼田　真一さん(神奈川県川崎市)
坪井　　猛さん(神奈川県平塚市)
長岡　秀祐さん(石川県小松市)
加藤　昭彦さん(岐阜県大垣市)
寺田　啓子さん(静岡県浜松市)
森　雄太郎さん(静岡県浜松市)
谷田　　修さん(愛知県みよし市)
水野　真木さん(愛知県一宮市)
鴨川健太郎さん(愛知県西春日井郡豊山町)
服部　　綾さん(愛知県名古屋市)
松本　浚嗣さん(愛知県名古屋市)
松原　資典さん(愛知県名古屋市)

応 援魅力ある
まち づ く りを
ふるさと納税として寄付金を
いただきました。
総合政策課  ℡�-��-����

　左のグラフは、平成��年度と
平成��年度の真庭市へのふるさ
と納税の金額の推移を表したも
のです。この�年間で納税額が
増えてきていることが分かりま
す。また、今年度は��月末まで
の集計ですが、昨年度�年間の
合計���������円を大きく上回
り、既に���������円のふるさと
納税をいただいています。

��������
����������	�
���



Maniwa ��

トピックス�

お
も
し
ろ
科
学
教
室

自
分
で
作
る
化
石
レ
プ
リ
カ

粘土の型に石こうを流し込む子どもたち

　
　

月　

日
、
お
も
し
ろ
科
学
教
室
〜
化

��

��

石
レ
プ
リ
カ
を
つ
く
ろ
う
〜
が
勝
山
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岡
山
理

科
大
学
科
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

協
力
を
得
て
、
市
内
の
小
学
生　

人
と
一

��

般
�
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
岡
山
県
で
は

ま
だ
恐
竜
の
化
石
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
や
、
石
灰
岩
は
生
物
の
死
骸
か
ら
で

き
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
粘
土
の
型
に
石
こ
う
を
流
し
込
み
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
や
三
葉
虫
の
化
石
、
恐
竜
の

牙
の
レ
プ
リ
カ
を
作
成
し
ま
し
た
。

岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
ほ
か
連
携
協
定

音
楽 
・ 
文
化
活
動
の
推
進
図
る

　
　

月　

日
、市
役
所
本
庁
舎
で
真
庭
市
、

��

��

公
益
財
団
法
人
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
、
公
益
財
団
法
人
真
庭
エ
ス
パ
ス
文
化

振
興
財
団
の
�
者
に
よ
る
連
携
協
定
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
定
に
は
、
真
庭

市
に
お
け
る
音
楽
・
文
化
活
動
の
向
上
や

推
進
、
質
の
高
い
音
楽
・
文
化
に
触
れ
る

こ
と
で
子
ど
も
の
発
想
力
な
ど
を
育
て
る

と
い
っ
た
項
目
を
明
記
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
生

演
奏
を
聴
く
こ
と
や
楽
器
に
触
る
機
会
を

増
や
し
、
子
育
て
や
教
育
普
及
、
ま
ち
づ

く
り
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

お
か
や
ま
県
民
文
化
祭
地
域
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て

企
画
さ
れ
た
「
高
本
敦
基
展
」
が　

月
�
日
、
ひ
る
ぜ
ん

��

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
始
ま
り
ま
し
た
。
高
本
さ
ん
は
、
日
常
目

に
す
る
素
材
を
使
っ
た
作
品
を
手
掛
け
て
お
り
、
昨
年
、

洗
濯
ば
さ
み
を
使
っ
た
作
品
で
、
岡
本
太
郎
現
代
芸
術
賞

の
特
別
賞
を
受
賞
。
今
回
は
、
蒜
山
地
域
と
真
庭
市
の
人

口
（
平
成　

年　

月
�
日
現
在
）
と
同
じ
数
の
洗
濯
ば
さ

��

��

み
を
使
っ
て
制
作
。　

月　

日
に
は
旧
遷
喬
尋
常
小
学
校

��

��

で
も
始
ま
り
、
会
場
を
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
す
。
両
会
場
と
も
�
月　

日
ま
で
。

��

Self-Artist in Residence in Maniwa「高本敦基展」Self-Artist in Residence in Maniwa「高本敦基展」

蒜山・久世で現代アート展始まる蒜山・久世で現代アート展始まる

音楽・文化活動の連携強化に向け協定を締結

蒜山会場では�����個を使用。一風変わったアート
作品に足を止めて見入る観光客も

旧遷喬尋常小学校で作品の制作に
励む高本さん（��月�日）

久世会場では������個を使用。作
品は講堂の天井にまで届くほどの
高さです（写真は制作途中の様子）



こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

���Maniw a

市政に関する動きの一部を紹介します

��������まちづく り に観光に活用法探る

特別養護老人ホームにお
湯を届ける「��・��（いい
ふろ）の日ホット配達便」
が行われました。普段、
温泉に訪れることが難し
い高齢者にも楽しんでも
らおうと、昨年度から実
施。施設利用者は入浴し、
体を温めました。

��������湯原温泉で心も体もぽかぽか

�
������

真庭っ子の嬉しい話
　真庭市に出張で来た人が、沼教育長のところに「仕事
をしていると、子どもたちが、おはようございますとか
仕事ご苦労さまとか、あいさつをしてくれる。長年中
国地方で働いてきたが、こんな経験はない。感激し
た。」との言葉を届けてくださいました。以前にも「子
どもがよくあいさつをしてくれる」と、真庭に赴任した
人からお褒めの言葉を頂いたことがあります。あいさ
つは、人間社会の基本。真庭の子どもたちが、礼儀を身
に付けながら成長していることを嬉しく思います。次
代を担う真庭っ子、今年も夢と希望を持って頑張ろう ！

子ども向けテレビ番組な
どで人気のケロポンズの
親子コンサートが白梅総
合体育館で行われまし
た。親子ら約���人は、ス
テージ上を動き回りなが
ら披露される数々の遊び
歌に合わせ、一緒に体を
動かしました。

��������パパ、ママ、みんなで歌って踊って

散走フォーラムｉｎ勝山・
久世が開かれました。昨
年の蒜山高原でのフォー
ラムに続く開催で約��人
が参加。�班に分かれて
勝山から久世のコースを
自転車で散走し、まちづ
くりや観光への活用法を
探りました。

小選挙区選出議員選挙 （岡山県��区・北房地区を除く地域）
○当日有権者数　������人
○投票総数　　　������人
○投票率　　　　�����％（前回�����%）
○候補者別得票数（獲得票数の順）
　平沼赳夫　　�����票　あべ俊子　　�����票
　古松国昭　　�����票

■比例代表選出議員選挙
○当日有権者数　������人
○投票総数　　　������人
○投票率　　　　�����％（前回�����%）
○政党別得票数（獲得票数の順）
　自由民主党�����票　公明党�����票
　民主党�����票　　　次世代の党�����票
　維新の党�����票　　日本共産党�����票
　社会民主党���票　　幸福実現党���票

■最高裁判所裁判官国民審査
○当日有権者数　������人
○投票総数　　　������人
○投票率　　　　�����％（前回�����%）

　

小選挙区選出議員選挙 （岡山県第�区・北房地区）
○当日有権者数　�����人
○投票総数　　　�����人
○投票率　　　　�����％（前回�����%）
○候補者別得票数（獲得票数の順）
　加藤勝信　　�����票　みいみ芳明　　���票

■比例代表選出議員選挙
○当日有権者数　�����人
○投票総数　　　�����人
○投票率　　　　�����％（前回�����%）
○政党別得票数（獲得票数の順）
　自由民主党�����票　 公明党���票
　民主党���票　維新の党���票
　日本共産党���票　　次世代の党��票
　社会民主党��票　　  幸福実現党��票

■最高裁判所裁判官国民審査
○当日有権者数　�����人
○投票総数　　　�����人
○投票率　　　　�����%（前回�����％）

第��回 衆議院議員総選挙

開票結果
 真庭市第二開票区

 真庭市第一開票区

　��月��日に行われた、第��回衆議院議員総選挙
および第��回最高裁判所裁判官国民審査の開票結
果をお知らせします。（真庭市の開票区のみ）



Maniwa ��

調査結果を公表します子どもたちの体力は？
お知らせワ イ ド
���������	����
����

■
実
施
時
期　

平
成　

年
�
月
〜
�
月

��

■
調
査
対
象

小
学
校
第
�
学
年
（
男
女
）

中
学
校
第
�
学
年
（
男
女
）

※
真
庭
市
は
全
て
の
学
校
が
参
加

■
実
技
調
査

【
小
学
校
】

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

反
復
横
と
び
、　

㍍ 
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

��

　

㍍
走
、
立
ち
幅
と
び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

��ル
投
げ
の
�
種
目

【
中
学
校
】

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

反
復
横
と
び
、
持
久
走
（
男
子
�
�
�

�
㍍
、
女
子
�
�
�
�
㍍
）、　

㍍

シ

��

ャ
ト
ル
ラ
ン
、　

㍍ 
走
、
立
ち
幅
と
び
、

��

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
の
�
種
目

※
持
久
走
か　
 
㍍ 
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
の
ど

��

ち
ら
か
を
選
択

■
質
問
紙
調
査　

運
動
習
慣
、
生
活
習

慣
な
ど
に
関
す
る
質
問
紙
調
査

　

文
部
科
学
省
に
よ
り
、「
平
成　

年
度
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
」
が
実
施
さ

��

れ
ま
し
た
。真
庭
市
で
は
、こ
の
結
果
を
地
域
で
共
有
し
、児
童
生
徒
の
体
力
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
や
運
動
習
慣
、
生
活
習
慣
、
食
習
慣
な
ど
の
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
、
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

�問
 
  
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課  
丸
山　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

平
成�

年
度 
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、運
動
習
慣
等
調
査
結
果

��
��
��
�
��
�
��
��
��
	

�
�

調査結果から
○実技に関する調査では、小学校男子以外は国・県を上回っています。学年や性別を超えて「握力」や「反
復横跳び」は良好な結果を表しています。逆に「上体起こし」や「長座体前屈」に課題が見られます。
○体育以外の「�週間の総運動時間」と「得点」は強い相関関係があります。日常の運動習慣が体力や
運動能力に大きく影響しています。

���学校や家庭、地域での運動習慣育成に引き続き取り組むことが大切です

60

50

40

30

20

10

１週間の総運動時間と得点の相関関係�
（中学校２年女子の例）�

14時間以上� 7－14時間� 3.5－7時間�1.3－5時間� 60分未満� 0分�

５６ 　．２�
４８　．８� ４６ 　．１� ４５ 　．６�

４１ 　．４�
３６ 　．６�

質
問
紙
調
査
結
果
の
特
徴

実
技
調
査
の
結
果
（
種
目
別
の
平
均
値
）

調
査
の
概
要

■小学校 �年生男子

合計点ボール投立幅跳��m走シャ ト ル反復横体前屈上体起握力

�������������������������������������������全　国

���������������������������������������������岡山県

���������������������������������������������真庭市

■小学校 �年生女子

合計点ボール投立幅跳��m走シャ ト ル反復横体前屈上体起握力

��������������������������������������������全　国

���������������������������������������������岡山県

������������������������������������������真庭市

■中学校 �年生男子

合計点ボール投立幅跳��m走シャ ト ル反復横体前屈上体起握力

������������������������������������������全　国

��������������������������������������������岡山県

�����������������������������������������真庭市

■中学校 �年生女子

合計点ボール投立幅跳��m走シャ ト ル反復横体前屈上体起握力

��������������������������������������������全　国

���������������������������������������������岡山県

��������������������������������������������真庭市

※赤字は全国、岡山県平均以下の数値
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平成��年度から変更します課税が土地登記簿面積に
お知らせワ イ ド
���������	����
����

経営所得安定対策の変更
お知らせワ イ ド
���������	����
���� 自由な意見を求めています

お知らせワ イ ド
���������	����
����

　

平
成　

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
（
土
地
）
の
課
税
面
積
を
土
地
登
記
簿
の
面
積

��

に
統
一
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
土
調
査
が
完
了
し
た
土
地
に
つ
い
て
、
例
外
規
定

を
適
用
し
て
き
ま
し
た
。
国
土
調
査
事
業
が　

㌫ 
完
了
（
平
成　

年
度
末
時
点
）

��

��

し
た
こ
と
に
伴
い
、
税
負
担
の
公
平
性
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
平
成　

年
度

��

か
ら
登
記
簿
面
積
で
課
税
を
行
い
ま
す
。

�問
 
  
総
務
部
税
務
課　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

固
定
資
産
税

登
記
簿
面
積
に
統 
一 
し
ま
す

●登記簿面積課税開始年度
　平成��年度

●登記簿面積で既に課税となっている人
　北房地区・八束地区・久世地区・国土調査未実施地区の

所有者・国土調査成果で面積が減少した所有者

●例外規定について
　土地にかかる固定資産税は、国が定める固定資産評価基

準に基づき、登記簿に登記されている面積で評価し、課税

することが原則となっています。真庭市では、固定資産税

評価基準に設けられている「例外規定」を適用し、国土調

査が完了した土地の課税面積は、増加した土地は調査前の

面積で課税し、減少した土地は減少後の面積で課税すると

いう取り扱いをしていました。

●個別通知について
　これまで例外規定で国土調査前の面積で課税としている

人は、平成��年度の固定資産税の税額が上がる場合があり

ます。該当する人には、�月中旬から下旬に詳細内容を郵

送しますのでご確認ください。

���������が変わ り ます
　担い手経営安定法の改正に伴い、平成��年の
生産作物から畑作物の直接支払交付金と米・畑
作物の収入減影響緩和対策の交付対象者が変わ
ります。詳しくはお問い合わせください。

�問   農林振興課  芦川　℡�-��-����

※法律が改正され、上記対策の交付対象者が、①認定
農業者、②一定の要件を満たす集落営農組織、③認定
新規就農者に限定されます。

麦・大豆・そば・なたねに対
する交付金

畑作物の直接支払交付金
（ゲタ対策）

米、麦、大豆の収入減少に
備えた対策

米・畑作物の収入減少影
響緩和対策（ナラシ対策）

※水稲や転作作物に対する交付金については、従来ど
おり作物ごとの単価や面積によって交付されます。
（出荷などが条件です） ※議員が�班に分かれて報告会を行います。

【地域報告会日程】

■平成��年�月��日�　午後�時～�時

　①久世エスパスセンター  ②落合支局
　③北房文化センター

■平成��年�月��日�　午前��時～正午

　①湯原ふれあいセンター  ②美甘支局
　③勝山文化センター

■平成��年�月��日�　午後�時～�時

　①川上コミュニティセンター  ②蒜山振興局
　③中和保健センターあじさい

　真庭市議会では、昨年度に引き続き、地域報告
会を開催します。議会で論議したことの報告や市
民との自由な意見交換の場として、�会場で行い
ます。詳しくは、お問い合わせください。

�問   議会事務局　℡�-��-����

真庭市議会 ������
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�月��日～�月��日まで申告相談が始まります
お知らせワ イ ド
���������	����
����

必
要
な
も
の
は
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
か
？

①
各
種
所
得
が
分
か
る
書
類

給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票（
原
本
）、支
払

調
書
、
売
買
契
約
書
、
買
取
証
明
書
な
ど

②
控
除
内
容
が
分
か
る
書
類

▼
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は

控
除
証
明
書
、
生
命
保
険
等
控
除
証
明
書

な
ど

▼
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人

障
害
者
手
帳
ま
た
は
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
な
ど

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

医
療
費
の
領
収
書
ま
た
は
領
収
明
細
書

（
医
療
費
通
知
は
不
可
）、
お
む
つ
代
医
療

費
控
除
証
明
書
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施

設
等
利
用
料
等
領
収
書
な
ど

▼
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人

寄
附
の
内
容
が
わ
か
る
領
収
書

③
印
鑑

④
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
と
銀
行
印

住
民
税
の
申
告
相
談
、所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

⑤
農
業
所
得
の
あ
る
場
合
は
、
収
支
内
訳

書
と
領
収
書
な
ど

事
前
に
収
支
計
算
を
し
て
く
だ
さ
い

▼
農
業
所
得
が
あ
る
人

　

農
業
所
得
が
あ
る
人
は
、
必
ず
収
支
計

算
を
済
ま
せ
て
相
談
会
場
に
来
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
し
く
農
機
具
を
購
入
し
た

人
は
、
販
売
証
明
書
な
ど
購
入
日
と
購
入

金
額
が
わ
か
る
書
類
、
肉
用
牛
を
売
却
し

た
人
は
、
肉
用
牛
の
販
売
証
明
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
支
払
い

医
療
費
合
計
額
と
保
険
給
付
額
を
、
治
療

な
ど
を
受
け
た
人
ご
と
に
集
計
し
て
相
談

会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

変
わ
っ
て
い
ま
す
帳
簿
等
の
保
存
制
度

　

平
成　

年
�
月
か
ら
、個
人
で
事
業（
農

��

業
含
む
）
や
不
動
産
貸
付
な
ど
を
行
う
全

て
の
人
に
つ
い
て
、
次
の
書
類
の
保
存
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
売
上
な
ど
の
金
額
、
仕
入
れ
や
そ
の
他

の
必
要
経
費
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た

帳
簿
の
作
成
と
保
存

②
取
引
で
作
成
・
請
け
負
っ
た
請
求
書
や

領
収
書
な
ど
の
保
存

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
は

　

次
の
事
項
に
該
当
す
れ
ば
、
確
定
申
告

が
不
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
公
的
年
金
の
収
入
金
額
の
合
計
が
�
�

�
万
円
以
下

②
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が　

万
円
以
下

��

①
と
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不

要
で
す
。（
た
だ
し
、
そ
の
還
付
を
受
け
る

人
は
確
定
申
告
が
必
要
）

※
住
民
税
の
申
告
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
申
告
手
続
き
の
際
の
注
意
点

　
 
（
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　

�
月　

日
�
か
ら
�
月　

日
�
で
、
住
民
税
申
告
相
談
と
所
得
税
確
定
申
告
を
行
い
ま

��

��

す
。
別
に
配
布
す
る
「
平
成　

年
度
住
民
税
申
告
相
談
日
程
表
」
を
確
認
し
、
必
要
書
類

��

を
準
備
し
て
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�問
 
  
総
務
部
税
務
課　

住
民
税
グ
ル
ー
プ　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

次の場合は

税務署での相談 を お願いします
①青色申告の人
②雑損控除や災害減免を利用する人
③不動産経営の所得があった人
④株式譲渡・先物取引があった人
⑤土地・建物の売買があった人
⑥住宅借入金等特別控除を初めて受ける人

※減価償却の計算や農業収支計算などにつ
いては、市の申告会場でご相談いただけます。

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

 必要書類の申請はお早めに

　確定申告に必要な証明書などを交付します。即日
交付できませんので、早めに高齢者支援課、振興局・
各支局市民福祉課に申請してください。

�問   健康福祉部高齢者支援課　南　℡�-��-����

���������	
��
【おむつ代の医療費控除について】
　傷病によりおおむね�カ月以上寝たきりで医師の治療
を受けている場合は、医師が発行する「おむつ使用証明
書」におむつ代の領収書を添付すれば、医療費控除の対
象費用として加算することができます。�回目以降の申
告では、要介護認定を受けている人で所定の条件を満た
している場合のみ「おむつ使用証明書」の代わりに、真
庭市が発行する確認書を添付することもできます。

【要介護認定者の障害者控除】
　要介護度が�～�に認定された65歳以上の人のうち、
精神または身体に障がいがある人は｢身体障害者に準ず
る者｣として障害者控除が受けられる場合があります。
※身体障害者手帳などで障害者控除を受ける人は原則申
請の必要はありません。
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柔道整復師の利用お気を付けください
お知らせワ イ ド
���������	����
����

霊柩車運転業務募集します
お知らせワ イ ド
���������	����
����

要援護世帯の除雪を支援します安心・安全のために
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）
の
利
用
で

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
使
え

る
範
囲
の
誤
解
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
誤
っ
た
受
診

が
生
じ
て
い
ま
す
。
受
診
に
は
、
保
険
証
が
「
使

え
る
場
合
」
と
「
使
え
な
い
場
合
」
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

�問
 
  
生
活
環
境
部
市
民
課　

笹
井

　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

○  
保
険
証
が
使
え
る
場
合

 

柔
道
整
復
師
か
ら
施
術
を
受
け
る
と
き
は
、
次

 

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 
負
傷
し
た
原
因
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い

②
医
療
機
関
（
病
院
・
診
療
所
な
ど
）
の
治
療
と

の
重
複
は
で
き
ま
せ
ん

③
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
内
科
的
な
要

因
も
考
え
ら
れ
る
の
で
医
師
の
診
断
を
受
け
て

く
だ
さ
い

④
療
養
費
支
給
申
請
書
は
原
則
自
分
で
署
名
を
し

て
く
だ
さ
い

⑤
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う

×  
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合（
全
額
自
己
負
担
）

・
疲
労
や
慢
性
的
な
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
な
ど

・
症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
肉
体
疲
労
改
善
の
た
め
の
施
術

・
同
一
の
負
傷
を
医
療
機
関
な
ど
で
治
療
中
の
も
の

・
外
傷
性
の
ね
ん
ざ
、
打
撲
お
よ
び
挫
傷

・
医
師
の
同
意
が
あ
る
場
合
の
骨
折
、
脱
臼
の
施
術

・
応
急
処
置
で
行
う
骨
折
、
脱
臼
の
施
術

　

平
成　

年
�
月
か
ら
の
真
庭
火
葬
場
霊
柩
車
臨

��

時
運
転
業
務
の
受
託
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
希

望
す
る
事
業
者
は
、
�
月
�
日
�
ま
で
に
申
請
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�問
 
  
生
活
環
境
部
環
境
課　

本
田

　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

霊
柩
車
臨
時
運
転
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

■
委
託
業
務
内
容

　

真
庭
火
葬
場
の
霊
柩
車
臨
時
運
転
業
務

　

（
真
庭
市
が
指
定
す
る
日
で
月
�
回
程
度
）

■
委
託
期
間

　

平
成　

年
�
月
�
日
〜
平
成　

年
�
月　

日

��

��

��

■
応
募
要
件

　

真
庭
市
内
に
本
社
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個
人

　

事
業
者

■
提
出
書
類

　

①
真
庭
市
霊
柩
車
臨
時
運
転
業
務
受
託
申
請
書

　

②
霊
柩
車
臨
時
運
転
業
務
従
事
者
名
簿

　

③
添
付
書
類

　

・
法
人
の
場
合　

定
款
ま
た
は
登
記
事
項
証
明

　
　

書
、
法
人
税
お
よ
び
法
人
市
民
税
の
完
納

　
　

（
滞
納
が
な
い
こ
と
）
を
証
明
す
る
書
類

　
　

で
、
発
行
後
�
カ
月
以
内
の
も
の　
　
　
　

　

・
個
人
事
業
者
の
場
合　

住
民
票
、
市
民
税
の

　
　

完
納
（
滞
納
が
な
い
こ
と
）
を
証
明
す
る
書

　
　

類
で
、
発
行
後
�
カ
月
以
内
の
も
の　
　
　

　

④
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

　自力で除雪することが困難であると認められる
高齢者や身体障がい者で構成される世帯に対し、
冬期間の生活の安全と安心の確保を目的に、除雪
に要した費用の全部または一部を助成します。

�問   健康福祉部福祉課　三浦　℡�-��-����

要援護世帯の

除雪費用支援除雪費用支援
■対象者

　①��歳以上の一人暮らし世帯、②��歳以上の高齢者

のみの世帯、③身体障害者手帳�～�級までの人の

みの世帯、④介護保険制度で要支援�以上の認定を

受けている人のみの世帯、⑤　①～④の人のみの世帯

■対象となる作業

　居住家屋の玄関前から公道（除雪対象）までの除雪

や屋根の雪下ろし（下ろした雪の最小限の処理も含む）

■助成額

　除雪費用の�分の�（生活保護世帯は全額）

　※年度あたり������円を上限とします。

■申請

　申請書に除雪に要した費用の支払が証明できる書

類を添えて提出してくさだい。

★親族・近隣の住民などの協力で除雪を行うことが

できると認められる世帯は除きます。
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�����������������

��������
���������������
�����������������

����������
���������������
�����������������

��������

���������	
�����
������������	����
������������	����
�������������	���

平成��年��月�日現在
（　）は前月との比較

������

　

固
定
資
産
税
は
土
地
や
家
屋
の

ほ
か
、
償
却
資
産
に
も
課
税
さ
れ

ま
す
。
市
内
に
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人
は
、
平
成　

年
�
月

��

�
日
現
在
の
所
有
状
況
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
に
は
申
告

書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
早

め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
償
却
資
産
申
告
の
手
引
き
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
申
告
期
限　

�
月
�
日
�

■
対
象
者　

市
内
に
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人

■
償
却
資
産
と
は　

会
社
や
個
人

で
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
機
械
・
器
具
・
備

品
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

杉
村

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
全

て
の
人
は
、
養
蜂
振
興
法
に
基
づ

き
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の
提
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
養
蜂
業

者
だ
け
で
な
く
、
趣
味
で
ミ
ツ
バ

チ
を
飼
育
し
て
い
る
人
も
対
象
で

す
。
届
け
出
を
し
な
い
、
ま
た
は

虚
偽
の
届
け
出
を
し
た
と
き
は
、

　

万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ

��る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

授
粉
目
的
の
み
で
飼
育
し
て
い
る

場
合
な
ど
一
部
除
外
規
定
が
あ
り

ま
す
。

■
届
出
時
期　

毎
年
�
月
下
旬

■
届
出
す
る
事
項

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
飼
育

場
所
（
地
番
ま
で
）、
飼
育
予
定
蜂

群
数
な
ど

■
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
美
作
県
民
局
真
庭
地
域
事
務

所
農
畜
産
物
生
産
課
畜
産
第
二
班

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
主
催
の
「
若
者
・
企
業

ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
！
推
進
事

業
」
で
、
美
作
地
区
合
同
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。
採
用
意
欲

の
高
い
地
元
企
業
が
参
加
し
、
企

業
Ｐ
Ｒ
と
面
接
会
を
実
施
。「
地
元

で
正
社
員
！
」
を
叶
え
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時
〜
�
時　

分
��

■
場
所　

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ

ン
タ
ー

■
出
展　

約　

社
��

■
対
象　
　

歳
未
満
の
求
職
者

��

※
平
成　

年
�
月
卒
業
予
定
者
を

��

含
み
ま
す

■
持
ち
物　

履
歴
書
（
会
場
で
コ

ピ
ー
可
能
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

運
営
事
務
局

（
㈱
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

（
平
日
午
前
�
時
〜
午
後
�
時
）

平
成�

年
度
償
却
資
産
申
告

��

早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
届

忘
れ
ず
提
出
を

合
同
就
職
面
接
会（
参
加
無
料
）

地
元
で
正
社
員
に
な
ろ
う
！

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

久世の市街地をたすきをつないで
走ります。参加無料ですので、是
非ご参加ください。

開会���：��（遷喬小グラウンド）、
スタート���：��（ビューティーサ
ロンノムラ前）
■距離　�区間 � . ��
■部門　小学生男女、中学生男、
中学一般女、一般男、ファミリー
（小学生以下が�人以上）、消防団
の全�部門
■申込締切　�月��日�
■申し込み・問い合わせ先
　危機管理課　℡�-��-����

��������������
���������������日

   F I N A L ★最終の記念大会★

野村昌子さんのバルー
ンショーも あ り ます！

第�回真庭市親睦まにわ合戦を開催します。家族や友だちと最強チー
ムを結成して、敵陣を攻略しよう。（�チーム�～��人）

■日時  �月��日��：��～　■場所  白梅総合体育館
■部門  小学生および一般（中学生以上）　■参加費  �チーム���円
■申込期限　�月��日�まで
■申し込み・問い合わせ先　スポーツ・文化振興課　℡�-��-����

�����������������
い 
ざ 
出
陣 
！
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真
庭
木
材
青
年
協
議
会
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
目
的

に
、
第　

回
新
春
木
材
ふ
れ
あ
い

��

マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
順
位

に
関
係
な
く
豪
華
景
品
が
当
た
る

抽
選
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

受
付
▽
当
日
午
前
�
時　

分
〜

��

ス
タ
ー
ト
▽
午
前
�
時　

分
〜

��

■
場
所　

真
庭
木
材
市
売
（
真
庭

市
富
尾
�
）

■
参
加
費　

�
人
千
円

■
コ
ー
ス　

真
庭
木
材
市
売
〜
県

森
連
勝
山
共
販
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

木
材
ふ
れ
あ

い
会
館

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

自
衛
隊
で
は
、
予
備
自
衛
官
補

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
験
資
格

一
般
▽　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人

��

��

技
能
▽　

歳
以
上
で
保
有
す
る
技

��

能
に
応
じ　

歳
〜　

歳
未
満
の
人

��

��

※
技
能
と
は
医
療
従
事
者
、語
学
、

車
両
整
備
士
、
建
設
関
係
、
測
量

士
な
ど

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜
�

月　

日
�

��
■
試
験
日

�
月　

日
〜　

日
（
い
ず
れ
か
�

��

��

日
を
指
定
さ
れ
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山

地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

犬
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
皆

さ
ん
、
散
歩
の
と
き
に
は
ペ
ッ
ト

の
ふ
ん
の
回
収
を
忘
れ
ず
に
お
願

い
し
ま
す
。
真
っ
白
な
雪
は
全
て

を
覆
っ
て
し
ま
う
た
め
、
落
し
物

を
し
て
も
な
か
な
か
見
つ
け
づ
ら

い
も
の
。
春
に
な
っ
て
雪
の
下
か

ら
「
ふ
ん
が
！
」「
ご
み
が
！
」
と

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
こ
の
冬
も

マ
ナ
ー
を
携
行
し
、
犬
と
お
出
か

け
の
際
に
は
リ
ー
ド
と
ふ
ん
の
回

収
用
品
を
忘
れ
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。環
境
美
化
へ
の
取
り
組
み
に
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課　

柿
本

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

予
備
自
衛
官
補
募
集

あ
な
た
の
力
を
社
会
の
た
め
に

ペ
ッ
ト
の
飼
育
マ
ナ
ー

リ
ー
ド
と
マ
ナ
ー
の
携
行
を

木
材
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

ふ
る 
っ 
て
ご
参
加
を

　

岡
山
県
で
は
、
弁
護
士
の
面
談

方
式
に
よ
る
多
重
債
務
無
料
法
律

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
多
重
債
務

は
、
法
律
専
門
家
の
支
援
が
あ
れ

ば
解
決
で
き
る
問
題
で
す
。
弁
護

士
・
司
法
書
士
が
多
重
債
務
問
題

の
解
決
を
支
援
し
ま
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
勇
気
を
出
し
て
こ
の
機
会
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

岡
山
県
備
中
県
民
局

■
予
約　

不
要
（
当
日
会
場
で
先

着
順
に
受
付
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
く
ら

し
安
全
安
心
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

��������・�������������   �月��日�
�������������
  勝山文化センターみんながそろって健康で笑顔あふれる毎日を過ごせるよう、まにわ食育・

健康まつりを開催します。 �問   健康推進課  竹中・兵江  ℡�-��-����

口腔がん検診、健康相談、試食
食育・健康クイズ、物忘れチェック
健康相談、地域活動の紹介など
農産物・加工品、共同作業所作品販売

「健康と睡眠のいい関係」
老化と万病への最も確実な特効薬は？
前田呼吸器科クリニック（神戸市）
院長　前田  均  医師

体験
展示

講演
��������

－チケットお求め・問い合わせ先－

　湯原観光情報センター
℡������������

前売りチケットがお得
������円で�����円分！
�旅館大浴場の半額優待券と
　ガラポン抽選券付き！

�����

�������
����������

�月��日� ～
�月��日�
�����������

まにわ縁結び推進委員会がプロデ
ュースする結婚応援イベント。今
回は、津黒高原荘で真庭の冬を楽
しむ企画を用意しています。

■日時　�月�日� ��：��
　　　　　～�日� ��：��
■定員　��人（男女各��）
■参加費
　男性������円　女性�����円
■内容　雪遊びやかまくらキャン
　ドルづくりなど
■申し込み・問い合わせ先
　津黒高原荘　℡����-��-����

～申し込みは�月��日�まで～
参加申込書をファックス、もしくは津黒
高原荘ホームページのメールフォーム
でお申し込みください

������
�����
������������������

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

勇
気
を
出
し
て
相
談
を
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■駐車場　北房支局、旧至道高校
　　　　　コスモス広場
※コスモス広場からはシャトルバスを
　運行します

■問い合わせ先
　真庭商工会北房支所
　℡����-��-����

　

平
成　

年
�
月
�
日
現
在
で
、

��

全
国
一
斉
に
農
林
業
の
国
勢
調
査

と
い
わ
れ
る
「
�
�
�
�
年
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役
立
て

る
た
め
に
�
年
ご
と
に
実
施
さ
れ

る
大
切
な
調
査
で
す
。
�
月
中
旬

か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査

票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課　

神
谷

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
代
理
の
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月
�
日
�
、　

日
�

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
中
山

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

落
合
文
化
協
会
主
催
の
文
化
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、

「
ち
く
わ
笛
」演
奏
の
第
一
人
者
と

し
て
知
ら
れ
る
住
宅
正
人
さ
ん
を

お
迎
え
し
ま
す
。

■
日
時　

�
月
�
日
�

午
後
�
時　

分
〜

��

■
場
所　

落
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
サ
ン
プ
ラ
ザ

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

落
合
文
化
協

会
（
落
合
支
局
総
務
振
興
課
内
）

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
�
月
�
日
現
在
で
、
選

挙
資
格
の
あ
る
人
の
申
請
に
基
づ

い
て
作
成
し
ま
す
。　

月
下
旬
に

��

各
農
家
に
郵
送
し
て
い
る
申
請
書

に
署
名
・
押
印
の
う
え
、
返
信
用

封
筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
資
格
が
あ
る
人
の
条
件

次
の
①
〜
③
全
て
に
該
当
す
る
人

①
平
成　

年
�
月
�
日
現
在
、
真

��

庭
市
に
住
所
が
あ
る
人

②
年
齢
が
満　

歳
以
上
（
平
成　

��

��

年
�
月　

日
現
在
）
の
人

��

③　
 
㌃ 
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業

��
務
を
営
む
人
、
も
し
く
は
そ
の
同

居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
、
年

間
お
お
む
ね　

日
以
上
耕
作
に
従

��

事
し
て
い
る
人

■
提
出
期
限　

�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会

事
務
局　

森
本

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

�������

�日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�中山病院・久世
　����-��-����
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�まにわ整形外科（外）・久世
　����-��-����
�河本医院（内）・落合
　����-��-����
��日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�米田医院（内）・勝山
　����-��-����
��日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�さくもとクリニック（外）・北房
　����-��-����
�松坂医院（内）・久世
　����-��-����
��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�勝山病院・勝山
　����-��-����
��日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�さとう医院（外）・北房
　����-��-����

�日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�片岡医院（内）・湯原
　����-��-����

�����

年
金
相
談（
要
予
約
）

ご
相
談
く
だ
さ
い

�
�
�
�
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

ご
協
力
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
を
お
忘
れ
な
く

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

　

「
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
と
ピ
ア
ノ
で
つ

づ
る
昭
和
の
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
」を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
て
い
る
昭
和
の
名
曲
を
小
村
み

な
み
さ
ん
（
歌
手
）
の
お
し
ゃ
べ

り
と
共
に
楽
し
み
ま
す
。
第
�
部

で
は
、
地
元
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
「
コ
ー
ル
ま
に
わ
」
と
の
共
演

も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時
〜

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

一
般
千
円　

高
校
生

以
下
無
料

※
た
だ
し
整
理
券
が
必
要
で
す

■
曲
目　

ひ
こ
う
き
雲
、
翼
を
く

だ
さ
い
、
美
空
ひ
ば
り
や
ザ
・
ピ

ー
ナ
ッ
ツ
の
ナ
ン
バ
ー
、
て
ん
と

う
虫
の
サ
ン
バ
、
な
ご
り
雪
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

藤
木

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

落
合
文
化
講
演
会

楽
し
い
ト
ー
ク
と
演
奏
を

 北房 ぶ り 市
 �月�日���：��～  呰部商店街

昭
和
の
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

懐
か
し
い
歌
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
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岡
山
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る

人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
と
と
も

に
、
県
民
の
正
し
い
理
解
と
障
が

い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
第　

回
岡
山
県
ス
ポ

��

ー
ツ
大
会
「
輝
い
て
キ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
お
よ
び
場
所

○
陸
上
競
技　

�
月　

日
�

��

カ
ン
コ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

○
水
泳　

�
月　

日
�

��

児
島
マ
リ
ン
プ
ー
ル

○
ア
ー
チ
ェ
リ
ー　

�
月　

日
�

��

岡
山
市
総
合
文
化
体
育
館
弓
道
場

○
卓
球　

�
月　

日
�

��

桃
太
郎
ア
リ
ー
ナ

○
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

�
月　

日
�　

岡
山
ド
ー
ム

��

○
ボ
ウ
リ
ン
グ（
ガ
ー
タ
ー
あ
り
）

�
月　

日
�

��

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル

○
ボ
ウ
リ
ン
グ（
ガ
ー
タ
ー
な
し
）

�
月
�
日
�

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル

■
申
込
方
法　

福
祉
課
ま
た
は
振

興
局
・
各
支
局
に
用
意
し
て
い
る

申
込
書
に
記
入
し
提
出

■
申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

 

（
�
�
�
）�
�
�
�

　

大
学
通
信
教
育
を
実
施
し
て
い

る
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
が

合
同
で
入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学

別
に
個
別
相
談
形
式
で
行
わ
れ
ま

す
。 

参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
、

入
場
無
料
で
す
。
な
お
、
こ
の
合

同
入
学
説
明
会
に
参
加
し
て
い
な

く
て
も
入
学
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
疑
問
や
質
問
が
あ
れ
ば
、
希

望
す
る
大
学
・
短
期
大
学
に
い
つ

で
も
電
話
で
ご
相
談
下
さ
い
。

■
日
時　

�
月
�
日
�

正
午
〜
午
後
�
時

■
場
所　

山
陽
新
聞
社
ビ
ル
（
岡

山
市
北
区
柳
町
�
‐
�
‐
�
）

■
参
加
校　
　

校
（
大
学　

、
大

��

��

学
院
�
、
短
期
大
学
�
）

■
対
象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

※
参
加
者
に
は
、
退
学
通
信
教
育

の
概
要
や
取
得
で
き
る
免
許
な
ど

を
掲
載
し
た
『
大
学
通
信
教
育
ガ

イ
ド
』
を
お
配
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

公
益
財
団
法

人
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

℡
�
�（
�
�
�
�
）�
�
�
�

　

日
本
遺
族
会
は
、
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。旧
戦
域

を
訪
れ
、慰
霊
追
悼
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者　

大
戦
で
父
な
ど
を
亡

く
し
た
戦
没
者
遺
児

■
実
施
地
域
と
日
程
な
ど

○
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
�
次
）

・
日
程　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

・
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

○
中
国

・
日
程　

�
月　

日
�
〜　

日
�

��

��

・
申
込
期
限　

�
月
�
日
�

■
参
加
費　

�
万
円

■
申
込
先　

岡
山
県
遺
族
連
盟

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ
先

日
本
遺
族
会
事
務
局

℡
�
�（
�
�
�
�
）�
�
�
�

財産活用課
℡�������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

���������	


・屋外防災告知放送施設整備工事（危機管理課）

　オカツウエレクトロニクス㈱…���������円

・下湯原温泉浴槽改修及び付帯施設改修工事

　（湯原支局総務振興課）

　㈱大和建設…����������円

���������	


・市営ＣＬＴ春日住宅新築工事（都市住宅課）

　三和建設㈱…����������円

�����������	

・真庭市上水道変更認可申請書作成業務（水道課）

　㈱日本都市工学設計…����������円

����������	


・焼却施設ガス冷却設備ＮＯ��ダストコンベア

　更新工事（クリーンセンターまにわ）

　虹技㈱…���������円

����������	


・普通河川野辺川河川災害復旧工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　㈲中和土木…���������円

・林道上山長乢線舗装工事（農林土木課）

　㈲真庭舗装…����������円

・林道川上�号線（�工区－�）開設工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　㈱蒜山興業…���������円

・天津・川東こども園（仮称）造成工事

　（子育て支援課）

　㈱ トーコー工業所…����������円

・市道古見中河内線道路改良工事（建設課）

　㈱谷本組…����������円

・堰堤設計業務（クリーンセンターまにわ）

　㈱日建技術コンサルタント岡山事務所

　…���������円

・真庭市上水道簡易水道統合計画作成業務

　（水道課）

　㈱日本都市工学設計…����������円

�����������	

・湯原憩いの広場建築工事

　（湯原支局総務振興課）

　㈱大和建設…����������円

・農道平田�号線舗装新設工事（農林土木課）

　山本設備工業㈱…���������円

今月の掲載は、��/�、�、��、��、��、��日の入札実施分。 

輝
い
て
キ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

参
加
選
手
を
募
集
し
て
い
ま
す

大
学
通
信
教
育
入
学
説
明
会

入
学
を
希
望
し
て
い
る
人
へ

慰
霊
友
好
親
善
事
業

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん 
へ
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お便 り
お待 ちし て
います !

テ
ー
マ
は

��
自
慢
�で
す 
。

　

皆
さ
ん
の
自
慢
は
何
で
す

か
。
自
分
の
自
慢
、
自
慢
の

家
族
、
自
慢
で
き
る
特
技
な

ど
�
�
�
字
程
度
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
写
真
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。　

川
柳
の
兼
題
は

�
帰
る
�で
す 
。

　

お
便
り
は
、
同
封
し
た
は

が
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

川
柳
の
締
め
切
り
は
�
月
�

日
�
で
す
。

�
月
号
で
は
、

�
映
画
�

に
つ
い
て
お
便
り
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

（
�
月
�
日
締
め
切
り
）

�
月
号 
読
者
の
広
場

　

私
の
趣
味
は
料
理
で
す
。
小
学

一
年
生
の
と
き
に
母
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
ハ
ン
バ
ー
グ
を
一

人
で
作
り
ま
し
た
。
タ
マ
ネ
ギ
や

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
を
み
じ
ん
切
り
に

し
て
、
肉
を
こ
ね
て
一
生
懸
命
作

り
ま
し
た
。
ど
ん
な
味
だ
っ
た
か

は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
本
当
は
お

い
し
く
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
家
族
み
ん
な
「
お
い
し

い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な

り
、
料
理
を
作
る
こ
と
が
好
き
に

な
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
お
い

し
い
料
理
を
作
る
と
、
み
ん
な
が

笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
て
「
お
い
し

い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
が
何
よ

り
う
れ
し
い
で
す
。
た
だ
残
念
な

の
が
、私
は
片
付
け
が
苦
手
で
す
。

家
族
か
ら
は
「
料
理
を
し
て
く
れ

る
の
は
あ
り
が
た
い
け
ど
、
後
片

付
け
が
大
変
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ば
っ
か
り
は
、
何
年
た
っ
て

も
直
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
少

し
反
省
し
て
い
ま
す
。　
　

　

私
だ
け
が
思
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
お
話
で
す
。
デ
パ
ー
ト

今
月
の
テ
ー
マ

������
趣
味
�

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
��通の中から
チ ョ イス

まんぷくさんが作ったから揚げ

��
私
の
趣
味
�

　
 
ま
ん
ぷ
く
ふ
と
る
さ
ん

PN

▼

 にしゅうりこ

▼

 上原亨太

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
ど
に
買
い
物
に
出
か
け
る
と
、

親
と
買
い
物
に
来
て
い
る
の
に
、

持
ち
運
び
が
で
き
る
ゲ
ー
ム
機
で

夢
中
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
子
ど

も
を
見
か
け
ま
す
。
せ
っ
か
く
親

と
買
い
物
に
来
て
い
る
の
に
、
こ

こ
ま
で
来
て
ゲ
ー
ム
を
し
な
く
て

も
い
い
の
に
、
と
思
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
親
は
何
と
も
思
っ
て
い
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
と

は
思
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
確

か
に
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
と
き
の

子
ど
も
は
静
か
で
、
親
に
と
っ
て

は
構
わ
な
く
て
も
い
い
の
で
楽
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
そ
れ

で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
の
時

代
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
家
庭
か
ら

気
を
付
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
か
と
忙
し
い
時
代
で
す
が
、
時

間
に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
、
子
ど

も
を
ゲ
ー
ム
に
構
っ
て
も
ら
う
の

で
は
な
く
、
親
が
構
っ
て
あ
げ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

��
私
が
思
う
こ
と
�

匿
名
希
望
さ
ん

▼

 木村仁美

▼

 PN みかん

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふり
がな）�性別�生年月日�住所
�応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ�-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

２ 
月
生
ま
れ
募
集 
!



��� Maniwa

 横  田   芙 佳    ちゃん

よこ た ふう か

Ｈ������� 生まれ（栗原）
◯応  みゆきさん（母）

 芦  田   愛 莉    ちゃん

あし だ あい り

Ｈ������� 生まれ（本郷）
◯応  和史・利子さん（両親）

 浅  雄   結 音    ちゃん
あさ お ゆ ね

Ｈ������� 生まれ（多田）
◯応  崇孝・あさひさん（両親）

 瀧  本   唯 愛    ちゃん
たき もと ゆ の

Ｈ������� 生まれ（禾津）
◯応  和幸・季穂さん（両親）

 宮  田   和 毅    くん

みや た とも き

Ｈ������� 生まれ（岩井谷）
◯応  めぐみさん（母）

 高  田   美 莉    ちゃん

たか た み り

Ｈ������� 生まれ（田原）
◯応  洋一郎さん（父）

 大  澤   叶 真    くん
おお さわ とう ま

Ｈ������� 生まれ（台金屋）
◯応  理沙さん（母）

 原 　 桂 太    くん
はら けい た

Ｈ������� 生まれ（勝山）
◯応  那奈さん（母）

　寒い冬にはついつい暖房の設定温度を上げてしまいがちですが、
汗ばむほどの暖房は外気温との体温調節の面でもあまり良くありま
せん。体調に無理のない範囲でウォームビズに取り組み、この冬を
元気に、お財布にもやさしく過ごしてみませんか。

�問   生活環境部環境課　柿本　℡�-��-����

W a r m

Bi z

             暖房時の室内温度は          　　　　　　　　

�����℃ に設定

 篠  山   叶 琉    くん

ささ やま かな る

Ｈ������ 生まれ（台金屋）
◯応  和彦・香代子さん（両親）

 御  船   友  一 朗    くん
み ふね ゆう いち ろう

Ｈ������� 生まれ（蒜山下徳山）
◯応  剛司さん（祖父）

 櫛  山   陽 心    くん

くし やま ひ ろ

Ｈ������ 生まれ（久世）
◯応  裕太・志帆さん（両親）



Maniwa ��

�����
　  〒���-����  真庭市落合垂水���
　  落合ショッピングセンターサンプラザ�階
　  ＴＥＬ����-��-����　ＦＡＸ����-��-����
　  開館時間　�：��～��：��　
　  休館日　年末年始（土・日・月は不定休）

今月のおすすめの本自
転
車
の
魅
力
い
ろ
ん
な
人
に

　
　

妹
尾
篤
志
さ
ん（
本
郷
）

　

散
走
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
初
参
加
し

ま
し
た
。
自
転
車
に
は
興
味
が
あ

っ
て
、通
勤
に
使
っ
て
い
ま
す
し
、

仕
事
の
後
に
乗
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
。
散
走
で
は
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
を
走
り
ま
し
た
が
、
味
噌
蔵
の

中
ま
で
見
せ
て
も
ら
っ
て
楽
し
か

っ
た
で
す
。
今
日
は
若
い
人
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
大
勢
が
参
加
。
こ

う
い
う
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
転
車
の

魅
力
が
い
ろ
ん
な
人
に
伝
わ
る
の

で
い
い
で
す
ね
。

化
石
の
レ
プ
リ
カ
作
っ
た
よ

　

森
虎
太
郎
く
ん
、愁
治
郎
く
ん

（
月
田
）

　

お
も
し
ろ
科
学
教
室
で
ア
ン
モ

ナ
イ
ト
や
恐
竜
の
牙
の
化
石
を
使

っ
て
レ
プ
リ
カ
を
作
っ
た
よ
。
最

初
は
難
し
い
か
な
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
先
生
や
大
学
生
の
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
が
優
し
く
教
え
て
く

れ
て
そ
ん
な
に
難
し
く
な
か
っ
た

で
す
。
粘
土
を
こ
ね
て
型
を
作
っ

た
り
、
石
こ
う
を
ま
ぜ
て
型
に
流

し
込
ん
だ
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。
石
こ
う
が
固
ま
る
ま
で
待
ち

遠
し
か
っ
た
け
ど
、
固
ま
っ
た
ら

格
好
よ
く
で
き
て
い
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た

藤
元
麻
子
さ
ん（
台
金
屋
）

　

真
庭
市
栄
養
改
善
協
議
会
久
世

支
部
の
自
主
研
修
と
し
て
、
美
作

建
国
�
�
�
�
年
記
念
事
業
で
作

愛犬フリ蔵との散歩中、沢
に転落した真矢は野犬たち
に命を救われた。その中の
一匹、力強く生きる片目犬
「青」に次第に引かれていく
真矢。そんな中、野犬保護
活動が始まった。野犬たち
を守るために仲間とともに
阻止作戦を決行するが…。

「暮らしをもっと豊かにする
   七十二候の楽しみ」
原田マハ／著　双葉社

二十四節気をさらに�等分
した七十二候の言葉は昔の
日本人がいかに自然の小さ
な変化に目を向け、それを
楽しんでいたかが分りま
す。本書では七十二候の解
説の他にも旬の食べ物や行
事、実生活に季節を取り入
れられる「おうち歳時記」
のコラムも充実。

成
さ
れ
た「
美
作
の
食
と
こ
こ
ろ
」

と
い
う
冊
子
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

米
粉
や
そ
ば
粉
を
使
っ
た
レ
シ
ピ

を
実
習
し
ま
し
た
。
そ
ば
粉
を
使

っ
た
春
巻
き
風
の
料
理
は
、
ク
レ

ー
プ
の
よ
う
に
巻
く
と
こ
ろ
が
難

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
ご
飯
に

塩
こ
う
じ
を
入
れ
る
と
夏
場
で
も

痛
み
に
く
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
、
ぜ
ひ
家
に
帰

っ
て
も
実
践
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
米
粉
料
理
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「3パーツを書き込むだけ! お客様が
 集まる店頭〈手書き〉ボード」
中村　心／著　日本実業出版社

魅力的な手書きの店頭ボー
ドがお店に入るきっかけと
なった経験はありません
か？本書では初心者でも簡
単に効果的な店頭ボードを
作ることができるコツを教
えます。また、街中の実例
写真集も豊富に掲載されて
います。

▼

 PN パゴラ

見開き�ページの短いエッ
セイを���収録。生きにくい
現代で生きていくための物
事の考え方や現代に対して
苦言とも取れる素直な著者
の意見に考えさせられます。
�つの項目がすぐ読み終わ
るので頭を切り替えたい時
にもオススメです。

▼

 こだにいつき

「素直に生きる���の講義」
森　博嗣／著　大和書房

▼

 森木巧真

「片目の青 」
陣崎草子／著　講談社



力合わせ「いぼ地蔵」修復 （��月�日）
上江川地区（勝山）にあるいぼ地蔵。破損した地蔵堂のかやぶき屋根を
修復する地域の皆さんに出会いました。「いぼが治るってご利益を信じ
て、遠くから来る人もいるからね」と作業に奮闘されていました。

��� Maniwa

川 柳   「春」
若
菜
つ
み
一
足
早
い
春
食
す　
　
　
　
　

植
田
万
里
子 

月
田

そ
れ
ぞ
れ
の
待
つ
春
遠
い
人
も
お
り　
　

永
田
行
雄 

樫
東

家
計
簿
を
気
に
し
て
我
が
家
春
遠
し　
　

上
島
敬
一 

蒜
山
上
長
田

老
い
た
せ
い
仕
舞
が
た
し
や
春
炬
燵　
　

仲
田
孝
江 

組

今
は
喜
寿
心
は
い
つ
も
青
春
で　
　
　
　

木
目
木
六 

上
河
内

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
迎
え
春
を
待
つ　
　

小
谷
三
千
子 

別
所

歩
こ
う
か
老
い
を
認
め
て
春
の
道　
　
　

菊
池
俊
男 

本
郷

乗
り
越
え
た
二
人
の
春
に
青
い
鳥　
　
　

植
田
健 

下
方

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
応
援
し
て
る
春　
　
　

永
田
寿
道 

樫
東

こ
こ
ち
よ
く
肌
を
な
で
ゆ
く
春
の
風　
　

小
椋　

都 

蒜
山
下
福
田

瞑
想
の
猫
に
声
か
け
春
の
客　
　
　
　
　

ゑ
み
こ 

目
木

毛
筆
で
初
挑
戦
の
「
春
」
歪
む　
　
　
　

青
山
萌
黄 

上

春
は
ま
だ
そ
っ
と
の
ぞ
い
た
蕗
の
薹　
　

松
尾
千
恵
子 

月
田

プ
ロ
ポ
ー
ズ
春
風
が
背
を
押
し
て
く
れ　

牧　

俊
隆 

西
原

春
よ
来
い
拉
致
被
害
者
と
老
い
た
父
母　

水
せ
ん 

久
世

し
た
た
か
な
傘
寿
の
春
に
胸
を
張
る　
　

菊
池
千
江
子 

本
郷

春
が
く
る
祖
父
の
鍬
か
ら
土
の
歌　
　
　

横
山
と
も
子 

久
世

選：久世川柳会　締次直代さん

��������	
�

�
�
�
�
�
�
�
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今
月
の���

真庭市栄養改善協議会の提供です

▼

 PN はな王子

干し柿のみぞれ和え

干し柿の甘みがあるので砂糖は控え
めにしましょう。

今月のレシピ
提供は

奥谷典子さん
（勝山支部）

 材料 （４人分）

・ダイコン ���ｇ　・ニンジン　��ｇ
・干し柿    �個　　 ・ユズの皮　少々
・合わせ酢
　　塩　小さじ�/�
　　砂糖　大さじ�/�
　　酢　大さじ�（ユズ絞り汁でも可）

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー�� . � ｋｃａｌ    たんぱく質 � . �ｇ  
　脂質 � . �ｇ  カルシウム � � ｍｇ
　食塩相当量 �. �ｇ

①ダイコンは、すりおろして軽く水気を
切っておく。
②ニンジンは、�～�㎝のせん切りにし、
塩少々でもんでおく。しんなりしたら
軽く絞ってボウルへ入れる。
③干し柿はへたと種を除いて細切りにす
る。ボウルに合わせ酢の材料を入れて
混ぜ、ダイコン、ニンジン、干し柿を
和える。
④器に盛り、ユズの皮を添える。

�
�
�
�

�

▼

 も り たひろと



Maniwa ��

健康のススメ�

　

最
近
、
身
体
が
だ
る
い
・
疲
れ

が
と
れ
な
い
・
朝
が
つ
ら
い
な
ど
、

疲
労
を
訴
え
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
。
疲
労
は
心
や
体
の
限
界
を
知

ら
せ
る
危
険
信
号
。
肉
体
的
に
も

精
神
的
に
も
限
界
を
超
え
た
仕
事

や
出
来
事
に
直
面
し
た
と
き
な
ど

に
表
れ
る
も
の
で
、
回
復
の
た
め

の
休
息
を
必
要
と
し
て
い
る
状
態

で
す
。
痛
み
や
熱
と
同
じ
で
、
体

を
健
康
に
保
つ
た
め
の
信
号
と
い

お話：真庭薬剤師会  手島  靖さん ���������������	�����

え
ま
す
。
症
状
は
、
朝
起
き
る
の

が
つ
ら
い
、
や
る
気
が
出
な
い
、

食
欲
が
な
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
疲

労
の
原
因
と
し
て
休
養
や
栄
養
の

不
足
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
働
き
過

ぎ
や
激
し
い
運
動
に
よ
る
過
労
、

不
規
則
な
生
活
に
よ
る
睡
眠
不

足
、
栄
養
素
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不

足
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
る

脳
の
疲
労
感
の
蓄
積
な
ど
か
ら
く

る
も
の
で
す
。
休
養
し
て
も
回
復

し
な
い
疲
労
や
だ
る
さ
に
は
、
重

大
な
病
気
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
病
院
・
診
療
所
で
検
査
を

受
け
て
下
さ
い
。

　

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
心

掛
け
、
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し

ょ
う
。
質
の
高
い
睡
眠
の
た
め
に

は
、
体
内
時
計
が
正
確
に
働
い
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
朝
は
決

ま
っ
た
時
間
に
起
き
て
、
�
時
間

以
内
に
太
陽
に
当
た
る
の
が
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
間

が
あ
れ
ば
日
光
の
下
で
活
動
し
ま

し
ょ
う
。
明
る
い
場
所
で
活
動
す

る
こ
と
は
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
（
眠
り

を
誘
う
『
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
』
の
一

種
）
の
分
泌
を
促
し
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
栄

養
素
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不
足
が
原

因
の
場
合
は
、
高
価
な
サ
プ
リ
メ

ン
ト
（
栄
養
補
助
食
品
）
だ
け
で

な
く
、
栄
養
素
や
乳
酸
菌
な
ど
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
合
さ
れ
て
い
る

製
剤
も
効
果
的
で
す
。
た
だ
し
、

薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
あ
く
ま
で

補
助
的
な
も
の
。
使
い
方
な
ど
に

つ
い
て
は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

た
�
カ
月
後
、
宮
城
県
石
巻
市
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
の
で
す

が
、
避
難
所
で
栄
養
補
助
食
品
の

ビ
ー
ル
酵
母
製
剤
が
配
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
服

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
理
由
を
聞
く

と
「
胃
腸
薬
と
書
い
て
あ
る
の
で

胃
腸
の
調
子
が
良
く
な
い
時
に
飲

む
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
の

避
難
所
の
食
事
は
栄
養
が
偏
っ
て

い
た
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
ビ
ー
ル

酵
母
製
剤
の
服
用
を
お
勧
め
し
ま

し
た
。
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
け

�
�
�
�
�
�
�
�
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疲労の原因と対策につ い て

た
よ
う
で
、
非
常
時
に
は
有
効
に

活
用
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
脳

の
疲
労
感
が
原
因
の
場
合
は
、
や

は
り
、
規
則
正
し
い
生
活
と
十
分

な
睡
眠
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
疲

労
回
復
の
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
栄
養
素
を
摂
り
ま
し
ょ

う
。
疲
労
回
復
に
役
立
つ
栄
養
素

と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
�
や
カ
ル
シ

ウ
ム
、
ア
ミ
ノ
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

な
ど
が
お
勧
め
で
す
。

　

今
年
一
年
、
皆
さ
ん
が
心
も
体

も
健
康
で
過
ご
す
た
め
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
と
十
分
な
睡
眠
を

と
り
、
疲
労
を
た
め
な
い
こ
と
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

疲
労
は
大
切
な
サ
イ
ン

脳
の
疲
労
感
の
場
合

食
事
の
偏
り
の
場
合

睡
眠
不
足
の
場
合

・朝起きるのがつらい
・全身がだるく何をするのもおっくう
・やる気が出ない
・集中力がなくなった
・考えがまとまらない
・いつもたまらなく眠い
・食欲がない　・肌が荒れた
・目が疲れる　・腰痛がある
・肩がこる

出ていませんか ？ こ ん な症状症状
サイン

摂取し よ う　　   栄養素疲労回復
のための

ビタミンＢ １
豚肉、うなぎ
玄米など

アミノ酸
肉、魚、大豆製品
卵、乳製品など

カルシウム
乳製品、小魚
緑黄色野菜など

ビタミンＣ
果物・野菜類など
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真
庭
地
域
は
、
使
わ
れ
て
い
な

い
間
伐
材
な
ど
を
主
燃
料
と
し
て

発
電
を
行
い
ま
す
。
そ
の
運
営
を

行
う
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式

会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
は
平
成　
��

年
�
月
。こ
の
会
社
は
、銘
建
工
業

株
式
会
社
が
筆
頭
株
主
と
な
り
、

真
庭
市
や
真
庭
木
材
事
業
協
同
組

合
、岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
、真

庭
森
林
組
合
な
ど
�
つ
の
会
社
・

団
体
が
出
資
し
て
い
ま
す
。
設
立

の
き
っ
か
け
は
、
国
の
推
進
す
る

固
定
価
格
買
取
制
度
で
す
が
、
こ

の
制
度
で
は
従
来
の
売
電
価
格
よ

り
も
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ

と
で
国
の
示
し
た
価
格
で
買
い
取

っ
て
も
ら
え
ま
す
。
真
庭
地
域
と

同
じ
よ
う
に
制
度
を
活
用
し
て
発

電
事
業
へ
参
画
し
た
数
は
、
全
国

で　

件
（
平
成　

年　

月
末
現

��

��

��

在
）。各
地
域
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

真庭バイオマス発電㈱
ボイラータービン主任技術者

 坂  本    規  さん
さか もと ただし

地域振興や林業・木材産業の
活性化につなげたい

�
�
��
�
�
�
�
	�
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シ
リ
ー
ズ
第
�
回
〜

資
源
の
利
活
用
が
大
幅
に
伸
び
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
仕
組

み
は
、
火
力
発
電
と
基
本
構
造
は

同
じ
で
、
木
を
燃
や
す
か
石
炭
を

燃
や
す
か
の
違
い
だ
け
で
す
。
木

を
燃
や
し
て
水
を
熱
し
、
発
生
し

た
蒸
気
で
発
電
用
の
タ
ー
ビ
ン
を

回
す
こ
と
で
電
気
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
真
庭
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
の
出
力
は
�
万
キ
ロ
ワ

ッ
ト
、
年
間
の
発
電
計
画
量
は
�

�
�
日
の
稼
働
を
見
込
ん
で
お

り
、
�
万
�
�
�
�
メ
ガ
ワ
ッ
ト

に
な
り
ま
す
。
一
般
家
庭
の
年
間

電
力
消
費
量
は
、
�
世
帯
当
た
り

�
�
�
�
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
試
算
さ

れ
て
い
る
の
で
�
万
�
千
世
帯
分

に
相
当
す
る
電
気
量
を
作
り
出
す

こ
と
な
り
ま
す
。

　

建
設
工
事
の
状
況
で
す
が
、
�

月
完
成
に
向
け
、
既
に
建
屋
は
完

成
。
現
在
機
械
設
備
の
搬
入
や
設

置
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
�

月
は
試
験
稼
働
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
真
庭
地
域
は
、
利
用
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
間
伐
材
な
ど
の
活
用

に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
が
あ

り
、
今
回
の
発
電
事
業
で
は
、
さ

ら
に
木
の
価
値
を
上
げ
て
い
く
こ

と
で
地
域
発
展
を
目
指
す
の
が
大

き
な
目
標
で
す
。
そ
の
中
で
エ
ン

ジ
ン
の
役
割
を
担
い
、
発
電
事
業

を
地
域
振
興
や
林
業
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
成
功
に

向
け
て
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�
月
か
ら
の
発
電
に
向
け
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
も

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。今
回
は
、発
電
所
の
設
計
か
ら
運
営
ま
で
担
当

す
る
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
㈱
の
坂
本
規
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

�月からの稼働に向け工事が進む発電所（��/��）

関
係
者
が
出
資
し
て

発
電
会
社
を
設
立

地
域
発
展
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て

取
り
組
み
ま
す



料理の作り方を学ぶ参加者

　
　

月
�
日
、
真
庭
市
栄
養
改
善
協
議
会

��
久
世
支
部
の
自
主
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
美
作
国
建
国
�
�
�
�
年
記
念
事
業

の
一
環
で
作
成
さ
れ
た
冊
子
、
未
来
へ
伝

え
よ
う
「
美
作
の
食
と
こ
こ
ろ
」
に
レ
シ

ピ
を
掲
載
し
て
い
る
、
同
支
部
片
岡
貞
枝

さ
ん
を
講
師
に
、
米
粉
を
使
っ
た
料
理
を

中
心
に
研
修
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、

美
作
の
味
を
引
き
継
ぎ
、
地
域
の
食
材
を

大
切
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
参
加
者
は
真
剣
に
料
理
の

作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

美
作
の
味
を
後
世
に

伝
え
よ
う
美
作
の
食
と
こ
こ
ろ

Maniwa ��

　

市
内
で
�
人
の
方
が
百
歳
を
迎
え
、
記
念
の
お
祝

い
を
さ
れ
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
習
っ
た
詩
吟
を
生
き

が
い
に
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
定
方
さ
ん
。
可
愛

い
曾
孫
を
だ
っ
こ
す
る
こ
と
が
楽
し
み
と
い
う
奥
山

さ
ん
。
美
術
大
学
を
卒
業
し
た
岡
本
さ
ん
は
、
ザ
ク

ロ
や
生
花
を
描
く
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
三
村

さ
ん
は
、
真
庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
で
地
域
の
ニ
ュ
ー

ス
や
ド
ラ
マ
な
ど
を
見
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

プリザーブドフラワー作りを楽しむ参加者

　
　

月　

日
、
久
世
親
子
ク
ラ
ブ
風
の
子

��

��

会
が
主
催
す
る
、
マ
マ
が
楽
し
む
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
産
業
学
習
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
、
ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム
作
り
な

ど
が
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー

ナ
ー
が
用
意
さ
れ
、
参
加
し
た
マ
マ
た
ち

は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
体
験
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
日
は
託
児
所
も
用
意
さ
れ
て
お

り
、
美
作
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

人
形
劇
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
も
楽

し
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

マ
マ
た
ち
の
気
分
転
換

マ
マ
が
楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

市内で百歳のお祝い続 と々市内で百歳のお祝い続 と々
　ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

三村喜美子さん（中原）
大正�年��月��日生まれ

岡本喜美子さん（落合垂水）
大正�年��月�日生まれ

奥山郁惠さん（下方）
大正�年��月�日生まれ

定方静江さん（久世）
大正�年��月��日生まれ
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　
　

月
�
日
、
白
梅
総
合
体
育
館
で
大
相

��
撲
真
庭
場
所
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら

約
�
千
人
の
相
撲
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
横
綱
や
大
関
な

ど
�
�
�
人
が
登
場
。
フ
ァ
ン
か
ら
お
願

い
さ
れ
た
サ
イ
ン
や
記
念
撮
影
に
快
く
応

じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ち
び
っ
こ
相
撲

も
行
わ
れ
、
市
内
外
の
小
中
学
生　

人
が

��

果
敢
に
力
士
に
挑
ん
で
い
き
ま
し
た
。
来

場
者
は
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
相

撲
を
間
近
で
観
戦
し
、
楽
し
い
一
日
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

力士相手に奮闘する中学生

　　 久しぶり ？ の体力測定に汗流す
まにワッショイとスポレく

せが企画した大人のスポー

ツテストが、久世エスパス

土広場で行われました。参

加者は筋力測定や��ｍ走な

ど全��種目にチャレンジ。

久々のスポーツテストに汗

を流しました。

��/��

　　 磨かれたテクニックで順位を競う

岡山県シクロクロスＩＮひ

るぜんベアバレーが、スキ

ー場特設コースで行われま

した。シクロクロスは、不

整地の周回コースに自転車

を必ず下車し、担ぐ箇所が

設けられる自転車レースで

県内初開催。

��/��

　　 手作り商品を対面販売

マルイアルティ店で福祉バ

ザー inくせが行われまし

た。障がいのある人の社会

参加の促進や障がい福祉に

ついて理解を広げるため、

市内の�つの福祉施設と身

体障害者福祉協会が手作り

の製品を販売しました。

��/�

　　 お ち あ い白梅大学で初の栄誉

白梅大学修了式が落合ショ

ッピングセンターサンプラ

ザで開催されました。白梅

大学初となる、��年連続し

て修了した学生に授与され

る名誉博士号が、若田万寿

さん（落合垂水・��歳）に

授与されました。

��/��

　　 ��回目の親睦大会熱気あふれる

真庭市親睦ソフトバレーボ

ール大会が白梅総合体育館

で開かれました。今大会が

��回目で、市内外から��チ

ーム約���人が参加。仲間同

士で声を掛け合い、楽しみ

ながらも真剣にプレーして

いました。

��/��

相
撲
の
世
界
を
満
喫

大
相
撲
真
庭
場
所

　

岡
山
市
街
地
を
走
る
路
面
電
車
で
真
庭

の
地
酒
を
楽
し
む
「
真
庭
の
地
酒
で
乾

杯
！
電
車
」
が　

月　

日
に
行
わ
れ
ま
し

��

��

た
。
観
光
回
廊
真
庭
誘
客
協
議
会
が
企
画

し
た
も
の
で
、
辻
本
店
、
落
酒
造
場
、
大

美
酒
造
、
ひ
る
ぜ
ん
ワ
イ
ン
の
�
社
も
同

乗
し
、
自
慢
の
地
酒
で
乗
客
を
も
て
な
し

ま
し
た
。
ま
た
、
若
手
経
営
者
ら
で
つ
く

る
「
ま
に
わ
発
酵
′ Ｓ
」
が
発
酵
食
品
の
つ

ま
み
を
用
意
。
参
加
し
た　

人
は
お
い
し

��

い
飲
み
方
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
地
酒
の

飲
み
比
べ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

電
車
に
揺
ら
れ 
て
飲
み
比 
べ

真
庭
の
地
酒
で
乾
杯
！
電
車

説明を聞きながら地酒を頼む参加者
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広
報
真
庭   
●
月
号
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編
集
後
記�

　

大
相
撲
真
庭
場
所
に
取
材
に
行
き
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
あ
る
横

綱
や
大
関
な
ど
力
士
が
い
っ
ぱ
い
。
あ

る
力
士
に
相
撲
フ
ァ
ン
の
人
が
「
寒
く

な
い
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
寒
い
で

す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
そ
り
ゃ
そ

う
で
す
よ
ね
。
冬
の
体
育
館
に
裸
で
い

る
ん
で
す
か
ら
。力
士
も
人
間
だ
も
の
。

普
段
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
僕
が
小

さ
く
見
え
る
と
何
人
か
の
知
り
合
い
に

言
わ
れ
た
一
日
で
し
た
。 

横
山

　

蒜
山
に
取
材
に
行
く
途
中
、
勝
山
の

上
江
川
を
通
り
か
か
る
と
茅
ぶ
き
の
お

堂
の
回
り
に
人
だ
か
り
が
。「
こ
れ
は
素

通
り
で
き
ん
」
と
引
き
返
し
て
ア
ポ
な

し
取
材
。
伺
う
と
、
そ
こ
は
い
ぼ
地
蔵

と
い
っ
て
、
そ
こ
の
お
水
を
付
け
る
と

い
ぼ
が
治
る
ん
だ
と
か
。
真
庭
に
は
ま

だ
ま
だ
知
ら
な
い
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
も

ん
だ
と
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
「
結
構
有
名
な
ん
よ
」
と
誇
ら
し
げ

で
し
た
。（　

㌻ 
参
照
） 

江
崎

��

　

子
ど
も
の
成
長
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

皆
さ
ん
は
記
録
す
る
と
き
映
像
と
写
真

ど
ち
ら
を
使
っ
て
い
ま
す
か
。
私
は
す

ぐ
に
探
し
て
見
れ
る
こ
と
か
ら
写
真
を

好
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
も
使

用
す
る
写
真
は
簡
単
に
探
せ
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
…
。
約　

年
��

の
間
に
お
い
て
撮
影
し
、
保
存
し
て
あ

る
枚
数
は　

万
枚
以
上
に
な
っ
て
い
ま

��

し
た
。　

年
と
い
う
年
月
を
写
真
で
も

��

感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

小
山

HIRUZEN YUKI KOI FESTIVAL

������������������������������������
��������	

秋田県横手市のかまくら職人直伝の巨大かまくらが蒜山高原に。夜には
�����基ものキャンドルが雪面を照らします。ご当地グルメや蒜山の伝統
を学ぶ体験コーナーもあります。

【問い合わせ先】 ひるぜん雪恋まつ り 実行委員会  ℡ ����-��-����

�������
���

�月��日� ��：��～
レストハウス白樺の丘
［スペシャルゲス ト］

�����
入場無料

��：��より会場で
整理券を配布

�����
����������
イベント開催中の
楽しい写真を募集！

���
ひるぜん焼そば
ひるぜんジンギ丼
横手やきそば
味噌たんぽ  など

かまくらづくり
ボランティアも募集中 !
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